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日
本
列
島
は
、４
つ
の
プ
レ
ー
ト

の
境
界
に
位
置
し
、世
界
で

発
生
す
る
地
震
の
約
２
割
は
日
本
で
起
き

る
と
い
わ
れ
る
地
震
大
国
で
す
。

▪
地
震

　

気
象
庁
震
度
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る

と
、平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
以
降
、国
内
で
震
度
５
弱
以

上
の
震
度
を
観
測
し
た
地
震
は
１
５
５
回

発
生
し
て
い
ま
す
。（
７
月
31
日
現
在
）

　

市
内
に
限
る
と
、平
成
16
年
９
月
５
日

に
三
重
県
南
東
沖
を
震
源
地
と
し
た
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・４
の
地
震
が
起
き
た
と

き
に
福
江
町
と
赤
羽
根
町
の
震
度
観
測
点

で
震
度
４
を
観
測
し
て
以
降
、こ
れ
以
上

の
地
震
は
観
測
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。（
７
月

31
日
現
在
）

　

海
溝
型
地
震
は
、海
の
プ
レ
ー
ト
が
陸

の
プ
レ
ー
ト
の
下
に
潜
り
込
む
際
に
生
じ

た
ゆ
が
み
が
元
に
戻
ろ
う
と
す
る
作
用
に

よ
り
起
こ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、１
０
０
年

～
１
５
０
年
と
あ
る
程
度
決
ま
っ
た
周
期

で
発
生
し
ま
す
。

　
過
去
に
南
海
ト
ラ
フ
※
で
発
生
し
た
地

震
で
は
、東
南
海
地
震
が
昭
和
19
年
、南
海

地
震
が
昭
和
21
年
に
発
生
し
て
い
ま
す

が
、東
海
地
震
が
最
後
に
発
生
し
た
の
は

嘉
永
７
年（
１
８
５
４
年
）と
、１
６
０
年

以
上
た
っ
て
お
り
、い
つ
起
き
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、今
後
、30
年
以
内

に
70
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

歴
史
は
繰
り
返
す
！
過
去
の
大
地
震

全国各地で発生し、大きな被害をもたらす地震や風水害などの自然災害。
自然災害はいつ、どこで発生するかわかりません。
しかし、自然災害のことを知り、普段から備えることで、自分や家族の命を
守り、被害を少なくすることにつながります。
私たちができることを考えてみましょう。

90年

147年

102年

安政南海地震
（1854年） M8.4

昭和東南海地震
（1944年） M7.9

昭和南海地震
（1946年） M8.0 空白域

安政東海地震（1854年）  M8.4

宝永地震（1707年） M8.6

慶長地震（1605年） M7.9

南海地震 東南海地震 東海地震 周期 ※
南
海
ト
ラ
フ

駿
河
湾
か
ら
四
国
の
南
の
海
底
に
あ

る
水
深
４
０
０
０
ｍ
級
の
深
い
溝
。

震度階級 発生回数
５弱 94
５強 41
６弱 12
６強 6
7 2
合計 155

東日本大震災以降に
発生した地震の回数

（H29.7.31 現在）

いつ起きてもおかしくない
自然災害を知り、備える。

ユーラシアプレート

北米
プレート

フィリピン海
プレート

太平洋
プレート

日本海

東北日本

西南日本

南海トラフ

駿河トラフ
相模トラフ

1年で
3～7㎝

1年で
約8㎝

日本列島付近のプレート
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平
成
26
年
度
に
田
原
市
が
行
っ
た
被
害

の
予
測
調
査
で
は
、南
海
ト
ラ
フ
で
大
規

模
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、市
内
平
野
部

の
大
部
分
で
震
度
７
の
強
い
揺
れ
と
な
る

と
い
う
予
測
結
果
が
出
て
い
ま
す
。被
害

が
最
大
と
な
る
想
定
ケ
ー
ス
で
は
、死
者

数
１
５
７
１
人
、全
壊・焼
失
に
よ
る
建
物

被
害
１
万
２
４
２
３
棟
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
大
地
震
を
避

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、被
害

予
測
調
査
で
は
、建
物
の
耐
震
化
、家
具
な

ど
の
転
倒
・
落
下
防
止
、迅
速
・
適
切
な
避

難
行
動
な
ど
に
よ
り
、地
震
が
発
生
し
た

際
の
被
害
を
約
７
割
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
震
で
の
被
害
を
減
ら
す
に
は・・・

▪
風
水
害

　

近
年
、大
型
化
す
る
台
風
や
局
地
的
な

ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
、風
水
害
の
発
生
も
心

配
さ
れ
ま
す
。

　
７
月
５
日
に
は
、台
風
３
号
通
過
後
の
九

州
北
部
に
お
い
て
発
生
し
た
線
状
降
水
帯

に
よ
る
集
中
豪
雨
に
よ
り
、福
岡
県
や
大

分
県
の
各
地
で
河
川
の
は
ん
ら
ん
や
土
砂

崩
れ
が
発
生
し
、死
者
、行
方
不
明
者
が
多

数
出
る
大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

県
内
で
も
、７
月
14
日
に
尾
張
地
方
を

襲
っ
た
集
中
豪
雨
に
よ
り
、大
口
町
や
江

南
市
で
河
川
の
は
ん
ら
ん
、小
牧
市
や
犬

山
市
で
も
土
砂
崩
れ
や
道
路
の
冠
水
な
ど

の
被
害
が
起
き
ま
し
た
。付
近
で
は
、１
時

間
に
１
２
０
㎜
の
猛
烈
な
降
雨
が
あ
り
、

気
象
庁
か
ら
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
が

発
表
さ
れ
、犬
山
市
で
は
市
内
全
域
に
避

難
指
示（
緊
急
）が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

進
路
が
予
想
で
き
る
台
風
と
違
っ
て
、

局
地
的
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
は
事
前
の
予
測

が
難
し
い
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
た
め
、気
象
情
報
や
市
か
ら
の
情

報
を
得
る
こ
と
に

努
め
て
、市
内
で
避

難
勧
告
な
ど
が
出

さ
れ
た
場
合
は
、速

や
か
に
避
難
行
動

※
を
と
る
こ
と
を

心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

▪
自
然
災
害
に
備
え
る

　

自
然
災
害
か
ら
自
分
や
家
族
の
身
を
守

る
に
は
、状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。市
か
ら
の
情
報
を
確
実
に
受
け
取
る
た

め
の
安
心
安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル
の
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、平
常
時
に
非
常
持

出
品
の
点
検
や
中
身
の
確
認
も
忘
れ
ず
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
ほ
か
、家
庭
内
で
は
避
難
場
所
の
確

認
や
非
常
時
の
連
絡
方
法
な
ど
に
つ
い
て
防

災
会
議
を
開
き
、家
族
全
員
の
防
災
意
識

を
高
め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

▼
防
災
対
策
課

☎
23‐３
５
４
８　

23‐０
１
８
０

saigai@
city.tahara.aichi.jp

※
避
難
行
動

災
害
か
ら
「
命
を
守
る
た
め
の
行
動
」

で
す
。

1
指
定
避
難
所
な
ど
へ
の
移
動

2
親
類
や
知
人
の
家
な
ど
の
安
全
な

場
所
へ
の
移
動

3
近
隣
の
高
い
建
物
な
ど
へ
の
移
動

4
建
物
内
の
安
全
な
場
所
へ
の
退
避

（
垂
直
避
難
）

◉
迅
速
・
適
切
な

　
避
難
行
動

◉
建
物
の
耐
震
化

◉
家
具
な
ど
の

　
転
倒
・
落
下
防
止

登録用QRコード
（空メールを送信）

◉
正
確
な
情
報
の
入
手

　
（
安
心
安
全
ほ
っ
と
メ
ー
ル
の
登
録
）

◉
非
常
持
出
品
の
点
検
・
確
認

◉
家
庭
内
で
の
確
認

　
（
避
難
場
所
や
連
絡
方
法
な
ど
）

広報たはら  平成29年9月│    │3



▪
公
共
施
設
の
現
状

　

本
市
で
は
、全
国
の
自
治
体
と
同
様
、

高
度
経
済
成
長
期
や
人
口
の
急
増
期
に

お
い
て
、よ
り
便
利
に
、よ
り
多
く
の
人
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
、さ
ま
ざ
ま
な
公
共

施
設
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
15
年
お
よ
び
平
成
17
年
の
2
度

の
合
併
に
よ
っ
て
、管
理
す
る
公
共
施

設
は
さ
ら
に
増
え
、市
民
１
人
当
た
り

の
公
共
施
設
延
べ
床
面
積
が
６
・１
０

㎡
／
人
と
、東
三
河
5
市
の
中
で
最
も

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成
25
年
度

田
原
市
公
共
施
設
白
書
）

▪
建
て
替
え・改
修
問
題　

　
今
後
は
人
口
減
少
に
よ
り
施
設
利
用

者
が
減
り
、ま
た
少
子
高
齢
化
が
進
む

こ
と
で
市
の
予
算
規
模
が
縮
小
し
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。そ
の
一
方

で
一
斉
に
施
設
の
建
て
替
え
や
大
規
模

改
修
の
時
期
を
迎
え
る
た
め
、多
額
の

費
用
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
将
来
子
ど
も
た
ち
に
こ
れ
以
上
負
担

を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、公
共
施
設
の

更
新
問
題
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
き
て
い
ま
す
。

（人）

（年）

◉田原市の人口推計

50,000

52,000

54,000

56,000

58,000

60,000

62,000

64,000

66,000

2010 2020 2030 2040

64,119 64,162

60,241

62,647

55,909

60,157

50,885

推計値 市の目標値

◉建築年別公共施設面積
（㎡） （人）

（年）
0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

65,000

延床面積 人口

1956 1960 1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

59,120
56,803 56,248

60,581

63,769
64,978 65,243 65,534 66,390

64,119

56,633

１
０
０
１
５
１
４

働く世代が減れば
税収も減ってしま
うのかー。

合併で同じ種類の
施設が増えたこと
も課題だのん。

公
共
施
設
の
未
来
を
考
え
る

2010年から2040年までに、
65歳以上の人口は約3,600
人増加する一方、
15歳～64歳の生産年齢人口
は約13,000人減少すると推
計されています。

田原市では昭和50年代（1975
年～1984年）に多くの施設が整
備され、建築後30年以上が経過
しています。

公共施設とは 国や地方自治体（県や市町村など）が建設する施設。本市では市民館や学校、文化会館
などのいわゆる「ハコモノ」と呼ばれるものだけでなく、道路や橋・下水道などのイン
フラも含め公共施設と捉えています。

▲市役所 ▲文化ホール ▲図書館 ▲学校施設

推計値：国立社会保障・人口問題研究所の平成25年3月推計に準拠
市の目標値：田原市人口ビジョン（平成28年3月策定）より引用

床面積：田原市公共施設白書　人口：国勢調査
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※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ

▪
す
べ
て
の
施
設
は
維
持
で
き
な
い

　
市
が
保
有
す
る
公
共
施
設（
ハ
コ
モ
ノ
）

を
、今
の
ま
ま
維
持
し
な
が
ら
建
て
替
え

た
り
、改
修
し
た
り
す
る
場
合（
耐
用
年
数

を
60
年
に
設
定
）今
後
50
年
間
の
費
用
を

試
算
し
た
結
果
、1
年
あ
た
り
約
42
億
円

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
同
様
に
道
路
、下
水
道
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
施
設
に
つ
い
て
も
多
額
の
更
新
費

用
が
必
要
な
た
め
、イ
ン
フ
ラ
施
設
の
更

新
費
用
も
併
せ
て
試
算
す
る
と
年
間
約

85
億
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。こ
れ
は
市

が
過
去
5
年
間（
平
成
23
～
27
年
度
）に
施

設
の
更
新
な
ど
に
使
っ
た
費
用
の
平
均
で

あ
る
年
間
約
50
億
円
の
１・７
倍
の
費
用

を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。財
源

の
確
保
が
一
層
厳
し
く
な
る
中
、こ
れ
ほ

ど
の
お
金
を
毎
年
確
保
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
施
設
が
壊
れ
て
か

ら
修
繕
す
る
の
で
は
な
く
、壊
れ
る
前
か
ら

予
防
的
に
手
を
加
え
る
こ
と
で
施
設
を
よ

り
長
く
使
用
し
た
り
、同
じ
機
能
を
持
つ

施
設
の
統
廃
合
を
し
た
り
、総
合
的
か
つ

計
画
的
に
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昔
の
人
た
ち
が
生
活
の
中
で
、当
た
り

前
に
し
て
き
た「
手
を
入
れ
て
長
く
使
う
」

「
少
な
い
ス
ペ
ー
ス
を
賢
く
使
う
」こ
と
が

今
の
私
た
ち
に
必
要
な
考
え
方
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

▪
将
来
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い
た
め
に

　

市
で
は
、こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

て
、必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
な

が
ら
も
費
用
を
抑
え
る
た
め
、公
共
施
設

の
計
画
的
な
更
新
・
集
約
化
・
複
合
化
・
長

寿
命
化
な
ど
、総
合
的
な
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
今
後
の
目

標
と
し
て
、必
要
な
改
修
な
ど
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、施
設
に
か

か
る
金
額
を
今
後
10
年
で
20
％
削
減
、そ

の
後
の
10
年
間
で
10
％
削
減
し
ま
す
。

【
取
り
組
み
の
方
向
性
】

◦
施
設
の
総
量
を
減
ら
し
、維
持
す
べ
き

施
設
の
運
営
コ
ス
ト
を
削
減
し
ま
す
。

◦
施
設
を
で
き
る
だ
け
長
く
使
え
る
よ
う

な
予
防
保
全
を
行
い
、更
新
時
期
を
延

長
し
ま
す
。

◦
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い
よ

う
、地
域
特
性
に
応
じ
た
施
設
配
置
を

目
指
し
ま
す
。

◦
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
民
間
事
業
者
の
手
法

を
導
入
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

市
で
は
、未
来
に
負
担
を
か
け
な
い
た

め
に
、今
で
き
る
こ
と
を
考
え
、取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
理
解
、ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
企
画
課
☎
23‐３
５
０
７

◉田原市の財政状況
（億円） （億円）

52.0

54.0

56.0

58.0

60.0

62.0

64.0

社会保障関係経費 普通会計歳出額

2014 2015 2016 2017 2018 2019 200.0

220.0

240.0

260.0

280.0

300.0

320.0
304.6 305.6

294.2

276.2
271.3

264.5

高齢者や子どもの
医療費や介護にか
かるお金は増えて
いるんだ～。

今のままでもやってい
けないのに、使えるお金
がもっと減るなんて・・・

（億円）

◉施設の更新費用の試算

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

2011～2015年度に
支出した年平均費用

今後50年間でかかると
予想される年平均費用

50億円
85億円

市がさまざまな事業で使えるお金
（普通会計歳出額）は今後もだんだ
ん減っていきますが、高齢者医療・介
護や子どもへの医療費助成など社会
保障に使わざるを得ないお金は増え
ています。

今のままの財政規模でも毎年約35億円不足
※今後さらに更新に投資できる予算は減少
する見込みです。

2015年以前：決算額・2016年：決算見込額・2017年：予算額・2018年以降：田原市総合計画
第11期実施計画による予測額
社会保障関係経費：扶助費と社会保障関係特別会計への繰出金の合計額

出典：田原市公共施設等総合管理計画
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「
も
や
せ
る
ご
み
」と
言
え
ば
、生
ご
み

を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。今
回
は
、意
外
と
知
ら
れ
て

い
な
い
生
ご
み
以
外
の「
も
や
せ
る
ご
み
」

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。　

▪「
も
や
せ
る
ご
み
」と
は
？

　

資
源
ご
み
を
除
く
、30
㎝
以
内
の
燃
え

る
素
材
で
で
き
た
も
の
で
す
。

▪
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
な
ど
も
出
せ
る
の
？

　
月
１
回
の「
も
や
せ
な
い
ご
み
」の
日
に

出
し
が
ち
な　

  

マ
ー
ク
が
な
い
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
品
も「
も
や
せ
る
ご
み
」と

し
て
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
※「
も
や
せ
る
ご
み
」を
処
理
し
て
い
る

炭
生
館
で
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
な

ど
を
燃
や
す
と
発
生
す
る
有
害
物
質
を

無
害
化
処
理
し
て
い
ま
す
の
で
安
心
で

す
。

▪
ど
う
し
て
30
㎝
以
内
な
の
？

　

30
㎝
よ
り
大
き
い
と
、炭
生
館
の
機
械

に
引
っ
か
か
り
、故
障
の
原
因
と
な
る

「
も
や
せ
る
ご
み
」
を
知
り

ご
み
を
減
ら
そ
う
！

１
０
０
０
８
４
１

た
め
で
す
。

※
30
㎝
よ
り
大
き
い
も
の
は
、30
㎝
以
内

に
す
る
こ
と
で
、「
も

や
せ
る
ご
み
」と
し

て
出
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▪「
も
や
せ
る
ご
み
」を
減
量
し
よ
う
！

　
「
も
や
せ
る
ご
み
」を
減
量
す
る
と
、ご

み
出
し
が
楽
に
な
る
ほ
か
、使
用
す
る

ご
み
袋
も
小
さ
く
な
り
経
済
的
で
す
。

　
「
も
や
せ
る
ご
み
」を
減
ら
す
に
は
、次

の
こ
と
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

❶
生
ご
み〈
水
切
り
で
減
量
〉

❷
紙
類〈
雑
が
み
の
分
別
〉

❸「
３
な
い
運
動
」に
取
り
組
も
う
！

❹
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
類〈　

  

マ
ー
ク

入
り
容
器
類
の
回
収
を
推
進
！
〉

▼
廃
棄
物
対
策
課
☎
23‐３
５
３
８

紙
袋
が
な
い
場
合
は・・・

◦
雑
誌
を
縛
っ
た
と
き
に
入
れ
込
む

◦
大
き
な
広
告
紙
な
ど
に
包
ん
で
出
す

◦CD・DVDとその
ケース

◦皮革製品・靴・か
ばん

◦小型のぬいぐるみ

◦　  マークがない
プラスチック製品

これらは
「もやせるごみ」です！

ごみ袋に入れる
前にしっかり水
切りをしよう！

生ごみ処理容器
などを活用しよ
う！

紙袋に入れ、雑
誌と一緒に出そ
う！

買い過ぎない！
作り過ぎない！
食べ残さない！

弁当の空き容器やお菓子の空き
袋などは、軽くすすいで資源ご
み（プラスチック容器類）として
出そう！
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バス路線の変更があります
田原祭りに伴い、ぐるりんバス・豊鉄バスの運行経路が変
更となります。ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力を
お願いします。
▪ぐるりんバスの路線変更
中心市街地では、右表の区間での運行となり、利用で
きないバス停がありますので、ご注意ください。
▪豊鉄バスの路線変更
以下の日時で、「田原萱町」バス停を休止し、「田原市役
所前」バス停を移動します。（「新清谷」信号交差点東側）
◦９月 16 日（土） ８：００～終車
◦９月 17 日（日） ９：００～終車
※ぐるりんバス・豊鉄バスともに 17 日（日）が雨天の場合、18 日（月・
祝）が路線変更となります。／祭り当日は交通規制が実施されるため、
迂回運行します。ダイヤに遅れが生じる可能性がありますので、あら
かじめご了承ください。詳しくは、市ＨＰをご覧ください。

ぐるりんバスの問い合わせ　
市街地東線、西線、童浦線：豊鉄ミデイ㈱☎ 23-7210
表浜線（左回り）：豊鉄タクシー㈱☎ 22-1171
表浜線（右回り）、高松線：渥美交通㈱☎ 22-0050
豊鉄バスの問い合わせ
豊鉄バス㈱渥美営業所☎ 33-0211

江戸時代にルーツがあるといわれる田原祭り。
明治時代以降、豪華な山

だ し

車が登場し、現在では、八
はちまんしゃ

幡社・
神
しんめいしゃ

明社・巴
はこうじんじゃ

江神社の祭りを、田原祭りと呼ぶようになりました。

神明社

八幡社

山車3台
〈15日〉

山車3台
〈14日〉

本  町

新  町
萱  町山車3台

〈15日〉

手筒
会場

中部市民館
セントファーレ

児童センター

豊橋鉄道渥美線

船倉橋西

GS

GS

GS

田原萱町
新町

郵便局前

新清谷 田原郵便局

龍門寺

龍泉寺 慶雲寺 城宝寺

はなとき通り
當行寺

霊厳寺

田原中部小学校

崋山神社

田原中学校

護国神社 JA愛知
みなみ

晩田

殿町
晩田東

田原文化会館北

船倉橋

商工会館

船倉橋東
ホームセンター

ショッピング
センター

県道蔵王山線

田原新橋

臨時駐車場

シートなどでの
場所取りは
ご遠慮ください。

17日[日]
15：00～22：00
約750台収容

➡

●●

打上会場

●●

ごみは必ず
持ち帰りましょう

▪花火の駐車場案内

９月 16 日［土］
からくり山車
10：10 ～ 13：00 ◉新町・萱町・本町を巡回
山車３台の競演
12：10 ～ 12：25 ◉田原まつり会館
夜山車の競演
20：00 ～ ◉はなとき通り
９月 17 日［日］
からくり山車
10：10 ～ 13：00 ◉新町・萱町・本町を巡回
山車３台の競演
11：50 ～ 12：10 ◉三河田原駅前
手筒・大筒花火
17：30 ～ 19：45　◉はなのき広場
打上花火　※雨天の場合は翌日に順延
20：00 ～ 21：30　◉田原文化会館周辺
※お出かけの際は、公共交通機関をご利用ください。
▶田原まつり会館（当日連絡先）☎ 22-7337
▶渥美半島観光ビューロー☎ 23-3516

http://taharakankou.gr.jp/

９月 16 日［土］終日（変更ルート） 利用できないバス停
市街地東線 田原駅→福祉センター セントファーレ、市役所前、赤石一丁目

市街地西線
田原駅→福祉センター
田原駅⇔図書館
田原駅⇔新清谷

セントファーレ、市役所前、赤石一丁目
柳町、田原中部市民館
赤石一丁目

童浦線
（上り） 図書館→田原駅→福祉センター 田原中部市民館、柳町、セントファー

レ、市役所前、赤石一丁目
童浦線

（下り） 田原駅→図書館 田原中部市民館、柳町、セントファー
レ、市役所前、赤石一丁目

表浜線 田原駅⇔はなとき通り セントファーレ、市役所前、赤石一丁目

高松線 田原駅⇔はなとき通り セントファーレ、市役所前、赤石一丁目
９月 17 日［日］終日（変更ルート） 利用できないバス停

市街地東線

田原駅→福祉センター
田原駅⇔博物館入口
川岸⇔図書館
※「図書館」臨時バス停へ臨時停車

（総合体育館バス停の代替）

セントファーレ、市役所前、赤石一丁目
はなとき通り
神戸、大坪、中央公園西、総合体育館

市街地西線
田原駅→福祉センター
田原駅⇔図書館⇔田原中学校
田原駅⇔新清谷
※「図書館」臨時バス停設置

セントファーレ、市役所前、赤石一丁目
柳町、晩田南
赤石一丁目

童浦線
（上り） 晩田→田原駅→福祉センター 博物館入口、図書館、田原中部市民館、柳

町、セントファーレ、市役所前、赤石一丁目
童浦線

（下り） 田原駅→晩田 博物館入口、図書館、田原中部市民館、柳
町、セントファーレ、市役所前、赤石一丁目

表浜線 田原駅（発）→田原駅（止まり） 図書館、セントファーレ、市役所前、
赤石一丁目、はなとき通り

高松線 高松東⇔田原駅（止まり） 図書館、セントファーレ、市役所前、
赤石一丁目、はなとき通り

1004320
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火
災
が
発
生
し
た
と
き
の
初
期
消
火
に

は
消
火
器
が
有
効
で
す
。
特
に
、
油
火
災

の
場
合
は
、
水
を
か
け
る
と
周
囲
に
油
が

飛
散
し
て
大
変
危
険
で
あ
る
た
め
、
消
火

器
の
設
置
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
消
火
器
の
機
能
を

発
揮
さ
せ
る
た
め
に
も
、
正
し
い
管
理
方

法
に
つ
い
て
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▪
使
用
期
限
は
？

　
使
用
期
限
に
つ
い
て
は
種
類
に
よ
っ
て

異
な
る
た
め
、
本
体
の
表
示
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
使
用
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
使
え
な
い
可
能
性
が
あ

る
だ
け
で
な
く
、
破
裂
す
る
危
険
性
も
あ

り
ま
す
の
で
、
交
換
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▪
処
分
方
法
は
？

　
古
く
な
っ
た
消
火
器
を
リ
サ
イ
ク
ル
す

る
制
度
（
廃
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ

ム
）
に
よ
り
、
処
分
方
法
は
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

◦
特
定
窓
口
（
消
火
器
販
売
店
な
ど
）
に

持
ち
込
む

◦
ゆ
う
パ
ッ
ク
を
利
用
す
る

　
郵
送
で
処
分
す
る
方
法
で
す
。
詳
し
く

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
ゆ
う
パ
ッ
ク
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

☎（
０
１
２
０
）８
２
２‐３
０
６

※
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
詳
し
い

情
報
や
お
近
く
の
特
定
窓
口
を
探
す
に

は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
株
式
会
社　
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

セ
ン
タ
ー

☎（
０
３
）５
８
２
９‐６
７
７
３

http://w
w

w
.ferpc./

▪
設
置
場
所
の
注
意

◦
洗
面
所
な
ど
の
湿
気
の
多
い
場
所
へ
の

設
置
は
な
る
べ
く
避
け
ま
し
ょ
う
。

◦
屋
外
に
設
置
す
る
場
合
は
、
風
雨
に
さ

ら
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
愛
知
県
防
災
航
空
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

機
体
更
新
に
伴
い
、
昨
年
募
集
さ
れ
た
愛

称
が
決
定
し
ま
し
た
。
応
募
作
９
６
６
件

か
ら
厳
正
な
る
選
考
の
結
果
、
従
来
機
と

同
じ
「
わ
か
し
ゃ
ち
（
若
鯱
）」
に
な
り

ま
し
た
。「
わ
か
（
若
）」
は
行
動
力
を
表

し
、「
し
ゃ
ち
（
鯱
）」
は
水
を
呼
ぶ
と
い

わ
れ
、
火
災
を
鎮
圧
す
る
と
い
う
意
味
で

防
災
を
象
徴
す
る
こ
と
で
名
付
け
ら
れ
た

名
称
で
す
。

　
新
機
体
は
平
成
29
年
７
月
１
日
か
ら
運

用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
従
来
機
の
意
思

を
継
い
だ
「
わ
か
し
ゃ
ち
」
は
、
今
日
も

み
な
さ
ん
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
訓

練
に
励
み
、
有
事
に
備
え
て
い
ま
す
。

▲新機体となった県防災ヘリ「わかしゃち」

火
の
用
心

　こ
と
ば
を
形
に

　習
慣
に

消太

救子

秋
号

県
防
災
ヘ
リ
の
愛
称
決
定

消
火
器
の
正
し
い
管
理
、

　
　
　
　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か
？消火器本体の表示（例）

◦使用期限（上記赤色線）が記
載されていますので、ご確
認ください。
◦使用期限を超えている場合

は交換をお勧めします。
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７
月
26
日
（
水
）
に
、
三
重
県
消
防
学

校
で
第
46
回
消
防
救
助
技
術
東
海
地
区
指

導
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
原
市
か
ら
は
、
陸
上
の
部
４
種
目
、

水
上
の
部
２
種
目
に
出
場
し
、
14
名
の
隊

員
が
日
ご
ろ
の
訓
練
で
培
っ
た
救
助
技
術

を
発
表
し
ま
し
た
。

　
は
し
ご
登
は
ん
（
陸
上
の
部
）
に
出
場

し
た
中
島
消
防
士
は
、
優
秀
な
成
績
を
収

め
、
８
月
23
日
（
水
）
に
宮
城
県
で
開
催

さ
れ
た
第
46
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

▼
消
防
署

☎
23‐４
０
７
５

23‐２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
お
客
様
を
も
て
な
す
こ
と

⑤
一
念
○
○
を
も
通
す

⑥
藤
井
聡
太
四
段
が
史
上
最
年
少
プ

ロ
○
○
に
な
っ
た

⑦
本
縫
い
の
前
に
縫
う
こ
と
。ほ
こ

ろ
び
を
○
○
○
○
し
て
お
く

⑨
す
り
減
る
こ
と

⑪
田
原
市
に
三
つ
あ
る「
〇
〇
の
駅
」

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
９
月
30
日（
土
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号・住
所・氏
名・年
齢・職
業・電

話
番
号・消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
宛
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住

所
不
要
）消
防
署「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
夏
号
の
答
え　
ケ
イ
ホ
ウ
キ
】

（
応
募
総
数
35
通
中
、正
解
32
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
日
々
の
暮
ら
し
、衣
食
住
の
こ
と

②
妊
娠
初
期
の
吐
き
気
な
ど
の
症
状

③
焼
い
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
こ
と

④
髪
の
毛
を
と
く
道
具

⑧
〇
○
○
に
も
蓮
の
華

⑩
表
の
反
対
は
〇
〇

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

▲全国大会への出場を決めた中島消防士

消
防
救
助
技
術

東
海
地
区
指
導
会
結
果

Ｃ

⑦B

①

⑤

③Ｄ

⑨

Ｅ

⑧

⑩

⑪

④

Ａ ⑥

②

◦はしご登はん ◦ほふく救出

◦引揚救助 ◦ロープ応用登はん

◦基本泳法 ◦溺者搬送

◉大会出場種目（陸上の部）

◉大会出場種目（水上の部）
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農
業
委
員
会
委
員
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
が
決
定

　

 

　
前
農
業
委
員
会
委
員
の
任
期
が
７
月
27

日
（
木
）
で
満
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
農

業
委
員
会
委
員
の
任
命
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
28
日
（
金
）
に
開
催
し
た

農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
委
嘱
を
行
い
ま
し

た
。

　
任
期
に
つ
い
て
は
、
ど
ち
ら
も
平
成
32

年
７
月
27
日
ま
で
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
の
役
割

●
農
業
委
員
会
委
員

農
業
委
員
会
の
総
会
や
各
委
員
会
に

出
席
・
審
議
し
、
合
議
に
よ
り
指
針

や
農
地
の
権
利
移
動
な
ど
の
議
事
を

決
定
す
る
こ
と
が
主
な
役
割
で
す
。

●
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

担
当
す
る
区
域
に
お
い
て
、
農
業
委

員
会
の
指
針
に
基
づ
い
て
現
場
活
動

を
行
い
ま
す
。
農
家
の
方
と
の
窓
口

と
な
る
存
在
で
す
。

50 平成 29 年９月

☎23-3519／FAX22-3817
 1001917

農
業
委
員
会
委
員
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）

鈴 木  和 德
六 連 町

千 賀  美 幸
田 原 町

伊 藤  国 彦
越 戸 町

中 川  睦 夫
小 中 山 町

三 浦  和 寿
神 戸 町

鈴 木  貴 江
加 治 町

荒 木  郁 夫
和 地 町

坂 本  博
向 山 町

大 羽  秀 敏
大 草 町

香 田  正 憲
野 田 町

小 久 保  将 啓
堀 切 町

杉 浦  孝 好
折 立 町

木 下  和 洋
谷 熊 町

石 川  妙 美
高 松 町

小 久 保  政 明
日 出 町

伊 藤  立
石 神 町

河 合  義 明
大 久 保 町

福 井  孝 和
高 松 町

本 田  敏 郎
亀 山 町

鵜 飼  賢 治
伊 川 津 町

大 谷  俊 市
浦 町

横 田  均
赤 羽 根 町

渡 會  正
中 山 町

※町名は居住
地を示します。
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農
地
利
用
状
況
調
査
（
荒
廃
農
地
の

発
生
・
解
消
状
況
に
関
す
る
調
査
）

を
実
施
し
ま
す

　

 

　
農
地
は
、
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
限
り
あ
る

地
域
資
源
で
あ
り
、「
荒
ら
さ
ず
に
耕
作

す
る
こ
と
」
が
原
則
で
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
農
地

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
行
い
、
農
地
の
遊
休

化
防
止
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
は

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
農
業
委
員
会

委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
市

内
す
べ
て
の
農
地
を
対
象
に
現
地
調
査
を

行
い
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
実
施
に
当
た
り
、
農
業

委
員
と
推
進
委
員
が
農
地
に
立
ち
入
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
所
有
・
耕
作
す
る
農
地
を

適
正
に
管
理
し
て
い
る
か
、
今
一
度
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　
会
長
就
任
の
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
会
長　
河
合　
義
明

　
こ
の
た
び
、
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い

て
、
農
業
委
員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り
、

会
長
の
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　
近
年
の
日
本
の
農
業
は
、
担
い
手
の
減

少
と
高
齢
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
内
屈
指
の

農
業
地
域
で
あ
る
田
原
市
に
お
い
て
も
同

様
で
す
。

　
こ
う
し
た
問
題
の
解
決
を
図
り
、
田
原

市
の
農
業
を
守
り
育
て
て
い
く
た
め
、
農

業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
一

同
そ
の
責
務
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）

西山 法久
六 連 町

六
連

福井 章浩
東 神 戸 町

神
戸

小林 和吉
西 神 戸 町

神
戸

藤城 忠義
大 草 町

大
草

細井 儀宣
豊 島 町

田
原
東
部大場 啓司

大 久 保 町

田
原
南
部

鈴木 勝雄
白 谷 町

童
浦

岡田 和夫
吉 胡 町

童
浦

篠原 正芳
田 原 町

田
原
中
部
・
衣
笠藤江 秀樹

野 田 町

野
田

伊藤 鉱一
仁 崎 町

野
田

石川 昌男
高 松 町

高
松

小林 雅剛
赤 羽 根 町

赤
羽
根

田中 通裕
若 見 町

若
戸

藤井 俊成
和 地 町

和
地

中村 昌敏
小 塩 津 町

堀
切

小久保 伸一
伊 良 湖 町

伊
良
湖

井本 千功
西 山 町

亀
山

三竹 康公
中 山 町

中
山

小川 裕史
小 中 山 町

中
山

神谷 清和
保 美 町

福
江

永井 英樹
古 田 町

清
田

山内 由則
江 比 間 町

泉

樅山 正已
八 王 子 町

泉

・各欄右側は担当する地区を示します。
・同地区で 2 名いる場合は、担当区域が分かれています。（詳しくは農業委員会事務局へお問い合わせください）
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します。
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

　（一社）田原青年会議所には、「未来の田原創造室」があります。田原のまちをよくしたい
という思いで取り組んだ、2つの企画をご紹介します。

●田原有松弾丸ツアー！～この日だけのスペシャル企画！！～ 
　４月２３日（日）、「田原有松弾丸ツアー！～この日だけの
スペシャル企画！！～」を開催しました。このツアーは市内
の高校生に、前向きにチャレンジすることの重要性を理
解してもらいたいと思い、企画しました。
　国の伝統工芸品にも指定されている有松絞りで、ま
ちおこしをした有松高校生まちおこしプロジェクトのメ
ンバーを講師に迎え、高校生が自らまちづくりに携わっ
た経験を講演してもらいました。有松絞りの体験、旧東
海道宿場町としての面影が残る有松の街並みを散策し
た後に、田原の魅力や変わってほしいことなど地域政策
を議論するグループワークを行いました。その後、活動
の成果を市長、市議会議長に報告しました。今回のツ
アーでは、高校生が主体となりまちおこしをした話を聞
き、自分たちのまちでも同じようなことができるのでは
ないかと自ら意見を出し合い、積極的に議論する姿が
見られました。高校生の皆さんが、これからも前向きに
チャレンジしていってくれることを願います。

●ＪＣバスで行く！田原の魅力体験ツアー！～輪菊生産の場を見に行こう～
　6月25日（日）、「ＪＣバスで行く！田原の魅力体験ツアー！」を開催しまし
た。このツアーは、全国出荷数量第1位を誇る輪菊の魅力と、生産者の皆さ
んの思いに触れることで、私たちの住む田原市の素晴らしさを再認識して
もらいたいと考え計画しました。
　生産者の方から菊生産について説明を聞いた後、温室での芽かきと菊
刈り体験、出荷場での出荷体験、菊を使ったフラワーアレンジ体験など、普
段できない体験をしました。参加者の皆さんからは、「楽しかった」「勉強に
なった」と感想が聞かれ、協力してくれた生産者さんは、いい経験になった
と話してくれました。参加者の皆さんと生産者の皆さんの笑顔がとても印
象に残るツアーとなりました。このツアーで、田原の輪菊の魅力を再認識し
ていただけたのではないでしょうか。
　今後も田原青年会議所では、田原市の魅力を多くの方に知ってもらえる
ような企画や、田原市をよりよいまちにするための取り組み・人材育成など
に取り組んでいきますので、ぜひご参加ください。

大好きな田原をもっとよくしたい！

▲サーフィンを楽しむ参加者
▲有松の街並みを散策

増田 ぜんくん

3歳
田原町

白谷 榮瑚くん（左）
 　　 佳瑚くん（右）

2歳
福江町

えい ご

けい ご千賀 凪紗ちゃん
なぎ  さ

６カ月
田原町

▲完成したサンドアートと金田さんと記念撮影

（一社）
田原青年会議所

☎23‐2740

［投稿者］

▲グループワークの結果を発表

▲出荷場での出荷体験

▲参加者との記念撮影

　7月16日（日）、伊良湖ロコポイントで、たはらサンドアート
フェスティバルが行われました。このイベントは、「障がいがあ
る子どもたちが海辺で遊び、みんな一緒に笑っていたい。」とい
う思いから生まれました。私も、ボランティアとして参加してき
ました。
　田原市ふるさと大使でもあり、お笑い芸人の金田哲さんも
参加し、彫刻家である保坂俊彦さんを特別講師としてサンド
アート教室が行われました。障がいがある子どもたちに、サンド
アートを通して、グループで行動することの大切さやみんなで
一つのことを成し遂げる達成感を体感してもらいました。自然
や人との触れ合いが、子どもたちによい影響を与えるととも
に、家族同士のつながりの場にもなっていました。
　一緒に開催された田原市出身のプロサーファー杉原康幸さ
んと鈴木マリーンさんによるサーフィン教室では、子どもたち
がサーフィンを楽しむ姿が見られました。
　障がいがある子もない子も、みんなが海で楽しく過ごせるイ
ベントがこれからも開催されることを期待しています。

広報サポーター
近藤洋介たはらサンドアートフェスティバル初開催！
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●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真
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投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251
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郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

　（一社）田原青年会議所には、「未来の田原創造室」があります。田原のまちをよくしたい
という思いで取り組んだ、2つの企画をご紹介します。

●田原有松弾丸ツアー！～この日だけのスペシャル企画！！～ 
　４月２３日（日）、「田原有松弾丸ツアー！～この日だけの
スペシャル企画！！～」を開催しました。このツアーは市内
の高校生に、前向きにチャレンジすることの重要性を理
解してもらいたいと思い、企画しました。
　国の伝統工芸品にも指定されている有松絞りで、ま
ちおこしをした有松高校生まちおこしプロジェクトのメ
ンバーを講師に迎え、高校生が自らまちづくりに携わっ
た経験を講演してもらいました。有松絞りの体験、旧東
海道宿場町としての面影が残る有松の街並みを散策し
た後に、田原の魅力や変わってほしいことなど地域政策
を議論するグループワークを行いました。その後、活動
の成果を市長、市議会議長に報告しました。今回のツ
アーでは、高校生が主体となりまちおこしをした話を聞
き、自分たちのまちでも同じようなことができるのでは
ないかと自ら意見を出し合い、積極的に議論する姿が
見られました。高校生の皆さんが、これからも前向きに
チャレンジしていってくれることを願います。

●ＪＣバスで行く！田原の魅力体験ツアー！～輪菊生産の場を見に行こう～
　6月25日（日）、「ＪＣバスで行く！田原の魅力体験ツアー！」を開催しまし
た。このツアーは、全国出荷数量第1位を誇る輪菊の魅力と、生産者の皆さ
んの思いに触れることで、私たちの住む田原市の素晴らしさを再認識して
もらいたいと考え計画しました。
　生産者の方から菊生産について説明を聞いた後、温室での芽かきと菊
刈り体験、出荷場での出荷体験、菊を使ったフラワーアレンジ体験など、普
段できない体験をしました。参加者の皆さんからは、「楽しかった」「勉強に
なった」と感想が聞かれ、協力してくれた生産者さんは、いい経験になった
と話してくれました。参加者の皆さんと生産者の皆さんの笑顔がとても印
象に残るツアーとなりました。このツアーで、田原の輪菊の魅力を再認識し
ていただけたのではないでしょうか。
　今後も田原青年会議所では、田原市の魅力を多くの方に知ってもらえる
ような企画や、田原市をよりよいまちにするための取り組み・人材育成など
に取り組んでいきますので、ぜひご参加ください。

大好きな田原をもっとよくしたい！

▲サーフィンを楽しむ参加者
▲有松の街並みを散策

増田 ぜんくん

3歳
田原町

白谷 榮瑚くん（左）
 　　 佳瑚くん（右）

2歳
福江町

えい ご

けい ご千賀 凪紗ちゃん
なぎ  さ

６カ月
田原町

▲完成したサンドアートと金田さんと記念撮影

（一社）
田原青年会議所

☎23‐2740

［投稿者］

▲グループワークの結果を発表

▲出荷場での出荷体験

▲参加者との記念撮影

　7月16日（日）、伊良湖ロコポイントで、たはらサンドアート
フェスティバルが行われました。このイベントは、「障がいがあ
る子どもたちが海辺で遊び、みんな一緒に笑っていたい。」とい
う思いから生まれました。私も、ボランティアとして参加してき
ました。
　田原市ふるさと大使でもあり、お笑い芸人の金田哲さんも
参加し、彫刻家である保坂俊彦さんを特別講師としてサンド
アート教室が行われました。障がいがある子どもたちに、サンド
アートを通して、グループで行動することの大切さやみんなで
一つのことを成し遂げる達成感を体感してもらいました。自然
や人との触れ合いが、子どもたちによい影響を与えるととも
に、家族同士のつながりの場にもなっていました。
　一緒に開催された田原市出身のプロサーファー杉原康幸さ
んと鈴木マリーンさんによるサーフィン教室では、子どもたち
がサーフィンを楽しむ姿が見られました。
　障がいがある子もない子も、みんなが海で楽しく過ごせるイ
ベントがこれからも開催されることを期待しています。

広報サポーター
近藤洋介たはらサンドアートフェスティバル初開催！
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▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

市
民
活
動
だ
よ
り

地
域
の
話
題

市民の
チカラ

地域の
チカラ

　

赤
羽
根
校
区
は
、太
平
洋
に
面
す
る
自

然
豊
か
な
地
域
で
、赤
羽
根
ロ
ン
グ
ビ
ー

チ
や
ロ
コ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、日
本
有
数
の

サ
ー
フ
ス
ポ
ッ
ト
を
有
し
、多
く
の
サ
ー

フ
ァ
ー
や
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
赤
羽
根
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で

は
、地
域
の
将
来
像
を「
潮
騒
と
若
者
で
に

ぎ
わ
う
赤
羽
根
校
区
」と
し
、大
切
な
地
域

資
源
で
あ
る
海
を
活
用
し
、ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▪
小
学
生
ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド
体
験
学
習　

　
赤
羽
根
小
学
校
で
は
、７
月
24
日（
月
）ボ

デ
ィ
ボ
ー
ド
体
験
学
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

毎
年
、田
原
市
サ
ー
フ
ィ
ン
協
会
の
方
々

が
、４
～
６
年
の
児
童
た
ち
に
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
ボ
デ
ィ

ボ
ー
ド
を
教

え
て
く
れ
ま

す
。子
ど
も
た

ち
は
波
に
乗

れ
る
と
う
れ

し
そ
う
で
、海

の
楽
し
さ
を

実
感
し
て
い

ま
し
た
。

▪
第
８
回
赤
羽
根
夏
祭
り

　
夏
祭
り
は
、

毎
年
赤
羽
根

ロ
コ
パ
ー
ク

を
会
場
に
、潮

風
を
感
じ
な

が
ら
海
辺
の

広
大
な
芝
生

広
場
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、7

月
29
日（
土
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
は
、竜
宮
太
鼓
の
迫
力
あ
る

演
奏
が
披
露
さ
れ
、祭
り
の
ス
タ
ー
ト
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
大
き
な
や
ぐ
ら
が
建
て
ら

れ
、周
り
に
は
浴
衣
姿
の
人
の
輪
が
で
き
、

校
区
以
外
の
方
や
海
外
か
ら
の
農
業
研
修

生
の
方
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
、に
ぎ
や

か
に
盆
踊
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、屋
台
も
出
店
さ
れ
、大
勢
集
ま
っ

た
人
々
で
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、海
岸
で
打
ち

上
げ
花
火
が
上
げ
ら
れ
、夜
空
い
っ
ぱ
い

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
に
、観
衆
か
ら

大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

ど
す
ご
い
交
流
事
業「
市
民
活
動
見
学
ど

す
ご
い
バ
ス
ツ
ア
ー
」を
開
催
し
ま
す
！

　

東
三
河
市
民
活
動
推
進
協
議
会
で
は
、

東
三
河
５
市
で
活
動
す
る
市
民
活
動
団
体

が
、活
動
紹
介
や
情
報
交
換
を
行
い
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
ど
す
ご

い
交
流
事
業
」を
、毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。今
年
は
新
た
に「
市
民
活
動
見
学
ど
す

ご
い
バ
ス
ツ
ア
ー
」を
企
画
し
、田
原
市
の

市
民
活
動
団
体
が
訪
問
先
の
１
つ
と
な
り

ま
し
た
！
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【
日
時
】10
月
28
日（
土
）午
前
８
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分

【
集
合
場
所
】豊
橋
市
役
所
正
面
ま
た
は
豊

橋
駅
Ｊ
Ｒ･

名
鉄
改
札
口
前 

【
対
象
】東
三
河
地
域
で
市
民
活
動
を
し
て

い
る
方
、市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
の
あ
る
方

【
訪
問
先
】①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
は
ら
広
場

（
田
原
市
中
央
図
書
館
）②
ふ
る
さ
と
童
謡

の
会（
豊
川
市
文
化
会
館
）

【
内
容
】①「
田
原
市
中
央
図
書
館
の
15
年
」

「
図
書
館
の
本
の
一
生
」を
テ
ー
マ
と
し
、

い
ろ
ん
な
疑
問
に
ウ
ラ
話
も
交
え
て
館
長

が
解
説
し
ま
す
。楽
し
み
な
が
ら
市
民
活

動
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

②「
豊
川
童
謡
ま
つ
り
」を
見
学
。大
人
と

子
ど
も
の
交
流
の
場
、童
謡
や
唱
歌
の
良

さ
を
歌
い
継
ぐ
場
を
肌
で
体
感
し
、交
流

を
深
め
ま
す
。

【
定
員
】30
名（
先
着
順
）

【
参
加
費
】無
料

☆
参
加
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り

【
申
込
】９
月
29
日（
金
）ま
で
に
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
の
場
合
は
、所
属
団
体
名
、氏
名
、電
話

番
号
を
明
記
）

【
問
い
合
わ
せ
】企
画
課

☎
23‐３
５
０
７

23‐０
６
６
９

 kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

田
原
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

１
０
０
１
０
６
１

shim
inkatsudo@

city.tahara.
aichi.jp

赤
羽
根

DOSUGOI

Bus Tour

DOSUGOI Bus Tour

DOSUGOI

Bus Tour

DOSUGOI

Bus Tour

美
味
し
く
て

み
ん
な
が

大
好
き
な
モ
ノ
、

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

締切り●9月29日㊎ 詳細は裏面をご覧ください。締切り●9月29日㊎ 詳細は裏面をご覧ください。

　活動のきっかけは、田原市中央図書館のそば
に「市民活動のためのフリースペース」がオープ
ンしたことでした。『情報頭脳である図書館を、
市民と市民活動の原点に。』が合言葉！魅力あ
るまちの「市民が集まる場所」の1つとして、図
書館の除籍本等の資料を販売する「リサイクル・
ブック・オフィス（ＲＢＯ）」事業を中心に、幅広く
活動を展開しています。

市
民
活
動
見
学

ど
す
ご
い
バ
ス
ツ
ア
ー

東
三
河
交
流
事
業
●
第
11
回
ど
す
ご
い
交
流
事
業

定員

30名
（先着順）

参加費

無料

東三河で市民活動をしている方、
市民活動やボランティアに興味のある方対象

お車でお越しの方…①豊橋市役所正面
　豊橋市役所の地下駐車場をご利用ください。
　※立体駐車場は入庫不可。
公共交通機関でお越しの方…②豊橋駅 JR・名鉄改札口前
●徒歩・自転車でお越しの方…上記①②どちらでもかまいません。

集合
場所

市民活動団体「たはら広場」の図書館での活動や
「ふるさと童謡の会」の『豊川童謡祭り』を楽しみながら、
市民活動について学び、交流します。

内容

ＮＰＯ法人たはら広場（田原市：田原市中央図書館）、
ふるさと童謡の会【豊川童謡祭り】（豊川市：豊川市文化会館）訪問先

ＮＰＯ法人たはら広場

ふるさと童謡の会
　豊川市は童謡「かわいい魚屋さん」で知られる
童謡作曲家山口保治の生誕地です。ふるさと童
謡の会は、山口氏の生誕百年祭開催を契機とし
て平成１２年２月に発足しました。平成１６年には
市制６０周年記念事業として「全国童謡・唱歌サ
ミット」を開催しました。
　現在は発表の場として、毎年秋に「豊川童謡祭
り」を開催しています。生涯学習の一環としての
合唱グループを始め市内の幼稚園・保育園・小
学校などが参加する、大人と子どもの交流の場
として、また童謡・唱歌のよさを歌い継ぐ「場」と
なっています。

2017年10月28日㊏8：30-16：30日時

①田原市中央図書館の１５年
②図書館の本の一生

「キラキラ素敵な、評判の図書館！どんな歴史がある
の？」「図書館の本って売っていいの？」いろんな『？』
にウラ話も交えて、館長が解説します！

美
味
し
く
て

み
ん
な
が

大
好
き
な
モ
ノ
、

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

美
味
し
く
て

み
ん
な
が

大
好
き
な
モ
ノ
、

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

ツアー内容

①「第14回豊川童謡祭り」の見学
②団体代表から活動の体験談等

ツアー内容

◦ボディボードに乗る児童

◦赤羽根夏祭りの様子

平成29年9月  広報たはら │    │14



▶学校教育課
☎23‐3679

学校生活の
一コマを
紹介

　田原南部小学校では、毎年、祖父母ふれあい集会を行って
います。今年は、７月７日（金）に72名の祖父母の方々が学
校に足を運んでくださいました。また、この日は地元の芳寿
会（老人会）の方々もお招きしました。
　集会では、今月の歌として練習してきた「未知という名の
船に乗り」と「ふるさと」を全校児童で歌った後、「手作りう
ちわ」をプレゼントしました。子どもたちからのメッセージ
や絵の入ったうちわは、大好評でした。祖父母の方々は、早
速うちわであおぎながら、各学年のクイズや群読などの出
し物を笑顔で参観しました。
　その後は、通学団ごとに分かれ、みんなで一緒に「坊主め
くり」で遊びました。子どもも大人も大歓声を上げながら
ゲームを楽しみました。会の最後には、芳寿会からいただい
た大きなスイカを、全員で食べました。これからも、楽しく
温かなこのふれあい行事をずっと続けていきたいと思って
います。

　赤羽根中学校では、7月3日（月）に部活
動選手激励会を行いました。7月8日（土）・
9日（日）の田原市中学校総合体育大会、7
月15日（土）・24日（月）の吹奏楽コンクー
ルに向けて、それぞれの部の代表が力強い
決意発表を行いました。どの部の発表から
も、今まで頑張ってきた部活動に対する熱
い思いや大会での目標など、選手たちの気
持ちがストレートに伝わってきました。そ
の後は、1・２年生が部活動ごとに応援を行
いました。
　また、最後には、２年生が選んだ今年の応援ソング
を全校が一つの輪になって歌い、大会に向けての気持
ちを高めました。
　３年生にとっては「負けたら終わり」の最後の大会。
今までの練習の成果を出し切り、悔いの残らないよ
う、精一杯競技や演奏に取り組んでほしいと思いま
す。

「祖父母ふれあい集会」
みんなで過ごす楽しい時間 田原南部小学校

「部活動選手激励会」
3年間の集大成、悔いのない大会に 赤羽根中学校

◦主将たちによる決意発表

◦最後は、全校生徒が一つの輪になりました

◦みんなで坊主めくり

◦手作りうちわをプレゼント

広報たはら  平成29年9月│    │15



　ボーイスカウト隊（小学6年～中学3年）で取得できる最
高位の菊スカウト章を今年3月に受章した村田莉

り お ん

音さんと
平野日

ひ な こ

奈子さん（ともに成章高1年）が、山下市長を表敬訪
問しました。二人は日本ボーイスカウト愛知連盟穂の国地
区田原第1団に所属し、野外や地域社会活動への参加な
ど、これまでの実績が評価され受章したものです。

▲山下市長に「後輩たちも続いて受章してほしい」と話す村田さん（写真
中央）と平野さん（同右）

　第62回愛知県消防操法大会が碧南市
で行われ、田原市消防団代表として小型
ポンプ操法の部に出場した野田分団が見
事に優勝しました。昭和34年から始まっ
たこの部門では、旧渥美郡3町の時代を
含め、本市代表として初めての優勝とな
りました。

▲【出場メンバー：前列左から】山口弘之輔さん（指揮者）、高橋将司さん（2番員）【後列左
から4人目より】小久保翔さん（1番員）、渥美克寿さん（3番員）、河合悠真さん（補助員）

8/10
［木］

　第52回全日本サーフィン選手権大会（静
岡県磐田市、[8/23～27]）への出場を決め
た田原市内在住の選手９名が山下市長を表
敬訪問しました。各選手は、国内アマチュア
最高峰となる本大会出場への意気込みを山
下市長に語りました。

波に乗って
さらなる高みへ

▲【前列左から】鈴木拓海さん、中村海満さん、山下市長、岩瀬裕哉さん、平井宏輔
さん【後列左から】小川史さん、西川純子さん、松尾佐夜佳さん、浦野真理子さん、
宮本樹さん、三島靖久田原市サーフィン協会長

経験を積み重ね
栄誉の最高位を受章

8/7
［月］

快挙！本市代表として
部門初の優勝！

8/5
［土］
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　平成29年度「海をきれいにするための一般協
力者の奉仕活動」国土交通大臣表彰を受けた泉
小学校の関係者の皆さんが、山下市長と花井教
育長を表敬訪問しました。泉小学校では、平成6
年から学校行事として江比間地区の海岸清掃に
取り組んでいます。今回の表彰は、長年にわたり
児童・保護者・学校職員が共に活動してきたこと
が高く評価されたものです。

※「山下市長の元気通信」は、今号の掲載記事の都合により休載します。

全国大会などに出場した皆さんをご紹介します。
今後のさらなる活躍に期待します！

▪平成29年度全国高等学校総合体育
大会　陸上競技

（山形県天童市［7／29～８／２］）
【写真左から】
川口拓

た く と

人さん（豊橋南高3年、400mハー
ドル）、前澤柚

ゆ み こ

美子さん（同校3年、同種
目）、前橋峻

し ゅ ん や

耶さん（豊川高3年、400ｍ）
※いずれも田原市出身

▪第48回日本少年野球選手権大会
（大阪市此花区［８／２～６］）
【写真左から】
◎豊橋ボーイズ
上田大

だ い よ う

陽くん（田原東部小6年）、片山昇
し ょ う と

翔くん
（福江小5年）
◎新城ボーイズ
馬場哲

て っ ぺ い

平さん（東部中3年）

▪第33回全国小学生
陸上競技交流大会

（神奈川県横浜市［8／19］）
◎女子5年100ｍ：3位

（田原陸上クラブ）
佐藤俐

り あ

有さん（田原東
部小5年）

▪第44回全日本中学校
陸上競技選手権大会

（熊本県熊本市［8／19～
22］）
◎東部中陸上競技部

【写真左から】
吉居駿

しゅんすけ

恭さん（2年、1,500
ｍ・3,000ｍ）、白井勇

ゆ う す け

佑さ
ん（3年、1,500ｍ）

ふるさとの海を愛し、守る！
長年の取り組みに対し栄誉

8/1
［火］

▲山下市長（写真左）と花井教育長（同右）に受賞の喜びを報告した泉小の山本
校長と児童代表の皆さん

広報たはら  平成29年9月│    │17



お
し
ら
せ

募
集

田
原
市
職
員

平
成
30
年
４
月
１
日
採
用
予
定

１
０
０
４
９
７
４

職
種
：
技
術
職
（
保
健
師
）　

募
集
人
員
：
若
干
名　

対
象
：

昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
、
保
健
師
資
格
を
有
す

る
方
ま
た
は
平
成
30
年
３
月
末
日

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
方　

試
験

日
：【
第
１
次
試
験
】
10
月
15

日
（
日
）　
試
験
内
容
：
教
養
試

験
・
専
門
試
験
な
ど　
そ
の
他
：

第
２
次
試
験
の
日
時
な
ど
に
つ
い

て
は
第
１
次
試
験
合
格
者
に
後
日

通
知　
申
込
：
９
月
15
日
（
金
）

ま
で
に
人
事
課
に
あ
る
受
験
申
込

書
（
市
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

直
接
・
郵
送
・
市
Ｈ
Ｐ
に
て

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
人
事
課

☎
23‐７
４
０
４

23‐０
１
８
０

田
原
市
立
小・中
学
校

常
勤・非
常
勤
講
師

応
募
資
格
：
次
の
要
件
を
い
ず
れ

も
満
た
す
方
①
子
ど
も
が
好
き
で

学
校
教
育
に
熱
心
に
取
り
組
め
る

方
②
教
員
免
許
状
所
持
者
（
採
用

時
に
取
得
見
込
み
の
方
も
可
）　

受
付
期
間
：
随
時
（
市
役
所
執
務

時
間
中
）　

申
込
：
市
販
の
履
歴

書
に
顔
写
真
を
貼
り
、
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
教
員
免
許
状
所
持

者
は
免
許
状
を
持
参
し
、
直
接
提

出▼
学
校
教
育
課

☎
23‐３
６
７
９

22‐３
８
１
１

防
衛
医
科
大
学
校
な
ど 

学
生

１
０
０
４
９
７
８

募
集
種
目
：
防
衛
医
科
大
学
校

医
学
科
、
同
大
看
護
学
科
（
自

衛
官
候
補
看
護
学
生
）、
防
衛

大
学
校
一
般　

対
象
：
高
卒（
見

込
含
）ま
た
は
高
専
３
次
修
了
者

（
見
込
含
）で
21
歳
未
満
の
者　

募
集
期
間
：
９
月
５
日
（
火
）
～

29
日
（
金
）

※
詳
細
は
防
衛
省
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w

w
.m

od.go.jp/gsdf/
jieikanbosyu/

）
を
ご
覧
い
た
だ

田
原
福
祉
専
門
学
校

平
成
30
年
度
新
入
学
生

１
０
０
４
２
６
６

　
介
護
福
祉
学
科
に
入
学
を
希
望

さ
れ
る
方
の
入
学
試
験
を
行
い
ま

す
。

試
験
種
別
：
①
推
薦
入
学
試
験

②
一
般
・
社
会
人
入
学
試
験　

試

験
日
：
①
10
月
21
日（
土
）
②
11

月
４
日（
土
）
出
願
期
間
：
①
10

月
１
日（
日
）～
12
日
（
木
）
②
10

月
17
日
（
火
）～
26
日
（
木
）　
試

験
：
①
面
接
②
作
文
と
面
接　

申
込
：
田

原
福
祉
専

門
学
校
に

あ
る
所
定

の
出
願
書

類
に
必
要

事
項
を
記

入
し
、
入

学
検
定
料

１
万
５
０
０
０
円
を
振
り
込
み
の

上
、
出
願
期
間
内
に
提
出
（
郵
送

の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）　

そ

の
他
：
入
学
試
験
は
平
成
30
年

３
月
ま
で
に
計
５
回
実
施

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22‐３
９
３
９

22‐７
３
４
０

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）80‐５
１
０
４

サ
ン
テ
パ
ル
ク

か
か
し
コ
ン
テ
ス
ト

１
０
０
５
０
８
７

応
募
資
格
：
ど
な
た
で
も　
審
査

方
法
：
11
月
３
日
（
金
・
祝
）
～

12
日
（
日
）
の
間
、
敷
地
内
に
展

示
し
来
園
者
の
投
票
に
て　
結
果

発
表
：
ブ
ロ
グ
に
て　

そ
の
他
：

最
優
秀
賞
お
よ
び
最
優
秀
賞
に
投

票
し
た
方
各
１
名
に
、
野
菜
ま
た

は
花
の
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト　

申

込
：
10
月
23
日
（
月
）
ま
で
に
任

意
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
か
か
し
と
一
緒
に
直
接
提
出

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
業
公
園
管
理
事
務
所

☎
25‐１
２
３
４

※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。
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渥
美
郷
土
資
料
館
企
画
展

監
視
員  　

１
０
０
５
０
６
３

募
集
人
員
：
７
名
程
度　
採
用
期

間
：
10
月
28
日
～
12
月
10
日　
勤

務
場
所
：
渥
美
郷
土
資
料
館　
賃

金：時
給
８
７
０
円　
申
込
締
切：

９
月
22
日
（
金
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

勢
湾
フ
ェ
リ
ー
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w

w
.isew

anferry.co.jp/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
応
募

票
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵

送
に
て

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
中
日
写
真
協
会

（
〒
４
６
０‐８
５
１
１ 

名
古
屋
市

中
区
三
の
丸
１‐６‐１
）

☎（
０
５
２
）２
２
１‐０
７
３
０

イ
ベ
ン
ト

は
ち
ま
ん
正
人　

魅
惑
の
サ
ウ
ン
ド　
グ
ロ
ト

リ
ア
ン
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

１
０
０
１
１
３
１

日
時
：
10
月
１
日
（
日
）
午
後
２

時
開
演
（
30
分
前
開
場
）　
場
所
：

田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル　

出

演
：
は
ち
ま
ん
正
人
（
ピ
ア
ノ
）、

伊
藤
有
希
子
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
や
の

し
く
う
（
尺
八
）　
入
場
料：【一般
】

第
５
回
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー

写
真
コ
ン
テ
ス
ト１

０
０
５
０
８
９

テ
ー
マ
：「
伊
勢
湾
フ
ェ
リ
ー
か

ら
見
え
る
風
景
」「
伊
勢
湾
フ
ェ

リ
ー
の
見
え
る
風
景
」　

応
募
規

定
：
四
つ
切
り
も
し
く
は
Ａ
４
サ

イ
ズ　
主
催
：
鳥
羽
伊
良
湖
航
路

活
性
化
協
議
会
、
中
日
写
真
協

会
、
中
日
新
聞
社　
申
込
：
平
成

30
年
１
月
22
日
（
月
）
ま
で
に
伊

２
０
０
０
円
／
当
日
２
５
０
０
円

【
小
中
高
生
】
５
０
０
円
【
楽
友
協

会
会
員
】
１
５
０
０
円　

チ
ケ
ッ

ト
：
市
内
文
化
会
館
な
ど
で
販
売

託
児
：
９
月
20
日
（
水
）
ま
で
に

生
涯
学
習
課
（
☎
23‐３
６
３
５
）

へ
電
話
に
て
（
先
着
10
名
）

▼
田
原
市
楽
友
協
会
事
務
局
（
金

子
）
☎
23‐２
６
８
３

田
原
城
跡・月
見
会１

０
０
５
１
１
４

日
時
：
10
月
４
日
（
水
）
午
後
６

時
30
分
～
８
時　
場
所
：
田
原
城

跡
・
博
物
館
（
雨
天
の
場
合
は
博

物
館
ロ
ビ
ー
）　
内
容：お
茶
席（
み

ち
の
会
／
呈
茶
券
２
０
０
円
）、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
歌
謡
／
安
藤
長
）

そ
の
他
：
開
催
中
は
博
物
館
無
料

開
放

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

ゆるキャラ®グランプリ２０１７出馬中！！
さまざまな選挙活動を行ってるきゃべ☆

　渥美半島☆観光大使のキャベゾウが、田原市ＰＲ
のため２年ぶりにゆるキャラ®グランプリ（投票
締切 11 月 10 日）に出場しています。さまざまな
選挙活動を行っているので応援をお願いします。
◦キャベゾウによる Instagram「キャベスタグラム」
　選挙活動を追いかけながら、キャベゾウと田原
市の人々や生活などが交わる光景を投稿しています。

https://www.instagram.com/kyabezo_official/
◦キャベゾウグリーティング
　保育園へ訪れ、園児たちと触れ合い投票を呼びかけます。
◦キャベゾウグッズプレゼント
　商工観光課窓口で投票画面を見せると、非売品のキャベゾウグッ
ズをもらえます。
◦キャベゾウ親子ウォーキング
　親子で楽しめるイベント。詳細は 27 頁の「子育てひろば」に掲載
※キャベゾウへの投票はゆるキャラ ® グランプリ 2017 公式サイトへ！

http://www.yurugp.jp/
▶商工観光課☎ 23-3522　 1002176

すごう法律事務所

SUGO  LAW  OFFICE
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イ
レ
ー
ジ
対
象

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

菜
の
花
エ
コ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

ツ
ア
ー　
　

 

１
０
０
０
８
９
３

対
象
：
３
歳
以
上
の
方
（
小
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）　

日
時
：

９
月
30
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分

～
正
午　
集
合
場
所
：
市
役
所
北

玄
関
前　

内
容
：
た
は
ら
エ
コ
・

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
の
紹
介
、

蔵
王
山
お
よ
び
炭
生
館
の
見
学
、

菜
の
花
種
ま
き
（
雨
天
の
場
合
は

菜
種
搾
油
体
験
）、ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

な
ど　

定
員
：
20
名
（
抽
選
）　

参
加
料
：
無
料　
申
込
：
９
月
15

日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
）

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐３
５
４
１

23‐１
８
３
２

内
容
：
自
閉
症
を
旅
す
る　

講

師
：
太
田
康
夫
氏
（
朝
日
新
聞

大
阪
本
社
地
域
報
道
部
記
者
）
入

場
料
：
無
料　

申
込
：
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は

氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
人
数
を

明
記
）　
託
児
：
10
月
２
日
（
月
）

ま
で
に
電
話
に
て
（
先
着
10
名
）　

そ
の
他
：
手
話
通
訳
・
要
約
筆

記
あ
り

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

大
会
・
講
座

田
原
市
デ
ィ
ス
ク
ド
ッ
ヂ
大
会

１
０
０
４
５
５
５

日
時
：
10
月
29
日
（
日
）
午
後
１

時
～　
場
所
：
田
原
市
総
合
体
育

館
ア
リ
ー
ナ・第
２
武
道
場　
チ
ー

ム
編
成
：【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
（
小
学

生
）】
１
チ
ー
ム
12
名
【
一
般
の
部

（
中
学
生
以
上
）】
１
チ
ー
ム
９
名

参
加
料
：
無
料　
申
込
：
10
月
13

日
（
金
）
ま
で
に
、
①
ス
ポ
ー
ツ

課
②
田
原
文
化
会
館
③
赤
羽
根
文

化
会
館
④
渥
美
運
動
公
園
⑤
各
市

民
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
①
～
④
に
直
接

提
出　
そ
の
他
：
た
は
ら
健
康
マ

ス
ポ
ー
ツ
ギ
ネ
ス
大
会

１
０
０
４
３
０
３

日
時
：
10
月
８
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分　
場

所
：
総
合
体
育
館
、
は
な
の
き

広
場　

種
目
：
リ
ン
グ
タ
ー
ゲ
ッ

ト
、シ
ャ
ト
ル
投
げ
、フ
リ
ー
ス
ロ
ー
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、10
ｍ
ケ
ン
ケ

ン
と
び
、万
歩
計
レ
ー
ス
、ス
ラ
ロ
ー

ム
ド
リ
ブ
ル
、デ
ィ
ス
ゲ
ッ
タ
ー
フ
ー

プ
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ　
参
加
料
：
無
料　
申
込
：

当
日
、
受
付
に
て　
持
ち
物
：
体

育
館
シュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル
な
ど

▼
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23‐３
５
３
１

22‐３
８
１
１

田
原
人
権
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

委
員
会
企
画
講
演
会

１
０
０
４
３
７
０

日
時
：
10
月
15
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
（
30
分
前
開
場
）　
場

所
：
田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル

家
族
教
室（
統
合
失
調
症
）

１
０
０
５
０
７
０

対
象
：
統
合
失
調
症
の
患
者
の

家
族　

日
時
／
内
容
／
講
師
：

表
の
と
お
り　

場
所
：
豊
川
市

社
会
福
祉
会
館　

定
員
：
20
名

（
先
着
順
）　

参
加
料
：
無
料　

申
込
：
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
）

▼
豊
川
保
健
所

☎（
０
５
３
３
）86‐３
６
２
６

（
０
５
３
３
）89‐６
７
５
８

ふ
る
さ
と
再
発
見
！
渥
美
半
島

ジ
オ
ツ
ア
ー  

１
０
０
５
０
９
５

対
象
：
小
学
生
以
上（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
）　

日
時
：
10
月
８

日（
日
）午
前
９
時
～
午
後
３
時　

集
合
場
所
：
博
物
館
駐
車
場　
内

容
：
蔵
王
山
、
笠
山
に
登
り
歴
史

と
自
然
を
学
ぶ　
定
員：30
名（
先

着
順
）　
参
加
料
：
無
料　
申
込
：

９
月
29
日（
金
）ま
で
に
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
・
氏
名
・
学
年
・
電
話
番
号

を
明
記
）　

持
ち
物
：
昼
食
、
飲

み
物
、
山
登
り
で
き
る
服
装
な
ど

▼
文
化
財
課

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

日時 内容・講師

第１回 10／３火
14：00～15：30

「統合失調症―病気を理解するためにー」
松崎病院豊橋こころのケアセンター院長　竹澤健司氏

第２回 10／16月
14：00～16：00

「コミュニケーションのコツ－ＳＳＴで身につけよう－」
同朋大学　社会福祉学部　准教授　吉田みゆき氏

第３回 10／25水
14：00～15：30

家族交流会
「話してみよう－家族のこと・自分のこと－」
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生
涯
学
習
連
続
講
座（
後
期
）

「
し
お
さ
い
大
学
」１

０
０
１
１
２
７

テ
ー
マ
：
健
康
づ
く
り
と
生
き
が

い
の
あ
る
豊
か
な
人
生
を
め
ざ
し

て　
対
象
：
で
き
る
だ
け
連
続
で

受
講
で
き
る
方
（
60
歳
以
上
の
方

優
先
）　

期
日
／
内
容
：
表
の
と

お
り　
時
間
：
原
則
、
午
後
１
時

30
分
～
３
時　
場
所
：
田
原
福
祉

セ
ン
タ
ー
ほ
か　

受
講
料
（
材
料

費
は
実
費
）
：
無
料　
申
込
：
９
月

22
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
て（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
住
所・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

市
民
カ
レ
ッ
ジ

１
０
０
１
１
２
７

教
室
名
／
日
時
：
表
の
と
お
り

場
所
：
田
原
文
化
会
館　
定
員
：

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

東
三
河
生
涯
学
習
連
携
講
座

１
０
０
１
１
２
７

講
座
名
：
歩
い
て
探
そ
う
東
三

河
の
宝
‐歴
史
行
脚
編
‐　
日
時
／

テ
ー
マ
／
場
所
（
現
地
集
合
・
解
散
）：

表
の
と
お
り　
定
員
：
50
名
（
抽

選
／
春
の
講
座
を
受
講
し
て
い
な

い
方
を
優
先
）　

受
講
料
：
無
料

申
込
：
９
月
25
日
（
月
）
ま
で
に

電
話
に
て

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

各
10
名
（
抽
選
／
編
み
物
は
15
名・

ア
ロ
マ
は
20
名
）
受
講
料
（
材
料
費

は
実
費
）：
各
１
０
０
０
円
（
ギ
タ
ー

教
室
は
１
６
０
０
円
）　

申
込
：

開
催
の
２
週
間
前
ま
で
に
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

教
室
名
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

「
最
先
端
植
物
工
場
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、

「
最
先
端
土
地
利
用
型
Ｉ
Ｔ

農
業
コ
ー
ス
」受
講
生
募
集

１
０
０
５
０
７
８

対
象
：
高
卒
程
度
の
学
歴
を
有

し
、
e‐ラ
ー
ニ
ン
グ
を
受
講
可

能
な
方　

研
修
期
間
：
12
月
～

平
成
31
年
３
月
（
１
年
４
カ
月
）　

内
容
：
植
物
工
場
お
よ
び
土
地

利
用
型
農
業
技
術
に
Ｉ
Ｔ
を
導
入

す
る
た
め
の
講
義
・
実
習
を
行
い
、

管
理
経
営
が
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
コ
ー
ス　
場
所
：
豊
橋
技
術

科
学
大
学　
定
員
：【
植
物
工
場

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
】
10
名
【
土
地
利

用
型
】
５
名
／
（
先
着
順
）　

受

講
料
：
各
５
万
円　
申
込
：
10

月
20
日（
金
）ま
で
に
先
端
農
業・

バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
Ｈ

Ｐ
（http://w

w
w

.recab.tut.
ac.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
に
て

▼
豊
橋
技
術
科
学
大
学　
先
端
農

業
・
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

（
〒
４
４
１‐８
５
８
０　
豊
橋
市

天
伯
町
雲
雀
ヶ
丘
１‐１
）

☎（
０
５
３
２
）44‐１
０
１
６

（
０
５
３
２
）81‐５
１
０
８

講
座

渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に

日
時
：
９
月
11
日（
月
）午
前
８
時

45
分
～
９
時
30
分　
場
所
：
崋
山

会
館　
内
容
：
渡
辺
崋
山
の
義
倉

6　
講
師
：
崋
山
・
史
学
研
究
会 

石
川
洋
一
氏　
受
講
料
：
無
料　

申
込
：
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22‐１
７
２
０

22‐２
０
２
８

教室名 日時

初心者のためのやさしいギター 初回10／ ３火19：30～21：00　10月～平成30年２月の火曜日／全８回

指先で描くパステル和みアート 初回10／ ５木10：00～11：00　10月～平成30年２月の木曜日／全５回

はじめての編み物 初回10／ ５木10：00～12：00　10月～平成30年２月の木曜日／全５回

自分を癒す～愛と幸せを
はぐくむアロマセラピー

初回10／19木10：30～12：00　10月～平成30年２月の木曜日／全５回

初回10／26木19：30～21：00　10月～平成30年２月の木曜日／全５回

はじめての二胡（入門） 初回10／24火13：00～14：00　10月～12月の火曜日／全５回

期日 内容

10／18水 健康体操

11／15水 ごみ有料化　あなたの分別優？良？可？

12／20水 脳トレ レクリエーション

H30／1／17水 防犯講話

H30／2／21水 歩いて楽しむ田原の今昔

H30／3／13火 おいしいコーヒーの入れ方講座

日時 テーマ／場所
10／13金
10：30～12：30

井伊直虎ゆかりの柿本城・満光寺を歩く
（新城市）

10／20金
10：00～12：30

古代ロマン！いにしえの風薫る
菟足神社とその周辺を歩く（豊川市）

11／10金
13：00～15：00 田原の近代遺産を学ぶ（田原市）

11／17金
10：00～14：00

花祭の原点にふれよう
～奥三河の霊山・白山を歩く～（東栄町）
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▼
名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

☎（
０
５
２
）９
５
２‐８
１
１
１

10
月
１
日「
法
の
日
」記
念
事
業

無
料
相
談（
司
法
書
士・行
政
書

士・法
務
局
）

▪
司
法
書
士
相
談

日
時
／
場
所
：
10
月
７
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時
／
田
原
福

祉
セ
ン
タ
ー
相
談
室
１・
３　

内

容
：
登
記
・
民
事
お
よ
び
家
庭

裁
判
所
の
手
続
き
・
遺
言
の
作
成

に
関
す
る
こ
と　

申
込
：
事
前

に
電
話
ま
た
は
当
日
会
場
に
て

（
先
着
順
）

▼
愛
知
県
司
法
書
士
会
東
三
河
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）54‐５
６
６
５

▪
行
政
書
士
相
談

日
時
：
10
月
７
日（
土
）・８
日（
日
）

／
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

場

所
：
愛
知
県
行
政
書
士
会
東
三

田
原
二
七
の
市
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
伴
う
中
止
日

 

１
０
０
１
９
６
４

　
田
原
祭
り
お
よ
び
田
原
市
民
ま

つ
り
の
開
催
に
伴
い
中
止
し
ま
す
。

中
止
日
：
９
月
17
日
（
日
）・
10

月
22
日
（
日
）

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

全
国
一
斉「
高
齢
者･

障
害
者

の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間　
　

　
虐
待
や
い
や
が
ら
せ
、
差
別
な

ど
で
お
困
り
の
高
齢
者
や
障
害
者

の
方
、
ま
た
は
見
聞
き
し
た
と
い

う
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

相
談
担
当
者
：
法
務
局
職
員
お
よ

び
人
権
擁
護
委
員　

日
時
：
９

月
４
日
（
月
）
～
10
日
（
日
）
／

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
（
土

･

日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５

時
）　
相
談
料
：
無
料

　

高
齢
者･

障
害
者
の
人
権

　
あ
ん
し
ん
相
談

　
☎（
０
５
７
０
）０
０
３
‐
１
１
０

生
活

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

９
月
21
日
木
～
30
日
土

１
０
０
３
０
３
７

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
次

の
運
動
重
点
に
よ
り
展
開
し
、
交

通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

▪
運
動
重
点

◦
歩
行
中
の
子
ど
も
と
高
齢
者

お
よ
び
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の

交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う

◦
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故

を
な
く
そ
う

◦
後
部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て
の

座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用

し
よ
う

◦
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
４

23‐０
１
８
０

支
部
事
務
局　
内
容
：
遺
言
書
・

遺
産
分
割
協
議
書・建
設
業
許
可・

農
地
転
用・産
業
廃
棄
物
許
認
可・

車
庫
証
明
・
会
社
設
立
な
ど
の
許

認
可
手
続
き
に
関
す
る
こ
と　
申

込
：
事
前
に
電
話
予
約
ま
た
は

当
日
会
場
に
て
（
予
約
優
先
）　

▼
愛
知
県
行
政
書
士
会
東
三
支
部

☎（
０
５
３
２
）53‐１
９
６
３

▪
法
務
局
休
日
相
談

日
時
／
場
所
：
10
月
１
日
（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
／
名
古
屋

法
務
局　

内
容
：
法
務
局
業
務

（
登
記
・
筆
界
特
定
・
人
権
擁
護

お
よ
び
供
託
な
ど
）、
遺
言
な
ど

の
公
正
証
書
の
作
成
、法
律
相
談
、

心
配
事
な
ど
に
関
す
る
こ
と　
申

込
：
事
前
に
電
話
予
約
ま
た
は

当
日
会
場
に
て
（
予
約
優
先
）

▼
名
古
屋
法
務
局
民
事
行
政
調
査

官
室

☎（
０
５
２
）９
５
２‐８
１
７
０

「たはら暮らし」の魅力
画像で発信中！
　市ではインスタグラムに公式アカウント「tahara_
kurashi（たはら暮らし）」を開設しています。
　「たはら暮らし」には、私た
ちが日常目にしている市内の風
景や暮らしのひとコマ、地域の
イベントなどの画像を投稿して
います。
　また、キーワードで画像が集
まるインスタグラムの仕組みを
利用し、市アカウントの閲覧登
録者に「＃たはら暮らし」のキー
ワードを付けた投稿を呼びかけ
ています。
　あなたの知らない田原市を発
見できるかもしれません。ぜひ
のぞいてみてください。

▶広報秘書課☎ 22-0138　 1004334
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私
立
高
等
学
校
の
授
業
料
を

補
助
し
ま
す

１
０
０
４
３
０
２

対
象
：
市
内
在
住
の
方
で
、
10
月

１
日
現
在
、
全
日
制
ま
た
は
定
時

制
の
私
立
高
等
学
校
に
通
い
、
各

学
校
の
特
待
生
ま
た
は
奨
学
生
と

し
て
授
業
料
を
免
除
さ
れ
て
い
な
い

生
徒
の
保
護
者
（
授
業
料
負
担
者
）

補
助
額
：
１
万
２
０
０
０
円
（
年

額
）　

申
込
：
10
月
２
日
（
月
）

～
31
日
（
火
）
の
期
間
に
、
各
高

等
学
校
ま
た
は
教
育
総
務
課
に
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
提
出
（
在
学
証
明
書
・

保
護
者
名
義
の
口
座
が
確
認
で
き

る
も
の
・
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
教
育
総
務
課

☎
23‐３
５
３
０

22‐３
８
１
１

井
戸
水
を
飲
用
に
使
用
し
て

い
る
ご
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

１
０
０
４
２
６
０

　
井
戸
水
を
飲
用
に
使
用
し
て
い

る
場
合
は
、
使
う
人
が
自
分
自
身

で
井
戸
な
ど
の
施
設
や
水
質
の
管

理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
井
戸
な
ど
の
施
設
と
そ
の
周
辺

の
点
検
・
清
掃
を
行
い
、
清
潔

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

・
井
戸
水
の
色
、濁
り
、に
お
い
、

味
に
異
常
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

・
塩
素
消
毒
や
煮
沸
を
し
ま
し
ょ

う
。

・
年
１
回
以
上
、
水
質
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

・
水
質
が
良
い
井
戸
な
ど
も
、
今

後
汚
染
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
飲
用
水
に
は
水
道
水

の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
環
境
政
策
課

☎
23‐７
４
０
１

23‐１
８
３
２

９
月
10
日
は「
下
水
道
の
日
」

下
水
道
を
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

▪
下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！

　
下
水
道
は
、
私
た
ち
の
家
庭
な

ど
か
ら
出
る
生
活
排
水
を
き
れ
い

に
し
て
川
や
海
に
戻
し
、
快
適
な

生
活
環
境
を
つ
く
る
と
と
も
に
、

海
や
川
を
汚
染
か
ら
守
る
た
め
の

施
設
で
す
。

　
下
水
道
を
使
え
る
区
域
で
ま
だ

接
続
を
し
て
い
な
い
方
は
、
接
続

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▪
異
物
を
流
さ
な
い
で
！

　
下
水
道
施
設
へ
異
物
が
流
入
す

る
と
、
故
障
の
原
因
に
な
り
、
適

切
な
汚
水
処
理
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

　

水
洗
便
器
に
、
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
流
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
下
水
道
課

☎
23‐３
５
２
５

22‐３
１
８
４

広報たはら（広報秘書課）                      1005067　

❖掲載期間＝平成 29 年 11 月号～平成 30 年 4 月号（全
６回）

❖掲載位置＝「おしらせ」コーナー下段
❖募集枠数＝４枠（たて 46mm ×よこ85mm／カラー）
❖掲  載  料＝ 61,680 円（10,280 円／回、全６回分）
❖参考情報＝毎月

約 21,000 部 発
行／市内全世帯
配布（自治会経
由）

❖募集期間＝ 9 月
20 日（水）まで
※必着

田原市健康カレンダー（健康課）       1002115　

❖掲載位置＝カレンダー各月の上部
❖募集単位数＝４単位（１単位＝１枠×３カ月／１枠：

たて 60mm ×よこ80mm／カラー）
❖掲  載  料＝ 30,850 円（1 単位）
❖参考情報＝約 21,500 部発

行／平成 30 年 3 月 1 日か
ら市内全世帯配布（自治会
経由）および医療機関など
に配布

❖募集期間＝ 10 月 31 日（火）
まで　※必着

広告を掲載しませんか？「広報たはら」「田原市健康カレンダー」

お
し
ら
せ

募
集

保
険
年
金
課
臨
時
職
員

（
管
理
栄
養
士
）１

０
０
５
０
１
８

対
象
：
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
お

持
ち
の
方
　
募
集
人
員
：
１
名
　

採
用
期
間
：
９
月
１
日
〜
平
成

30
年
３
月
30
日
　
報
酬
：
時
給

１
３
０
０
円
　
申
込
締
切
：
８
月

15
日
（
火
）

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23‐２
１
４
９

23‐４
２
７
０

警
察
官

募
集
種
目
：
①
警
察
官
（
Ａ
）
②

警
察
官
（
Ｂ
）　
応
募
資
格：【
①
】

大
卒
程
度
【
②
】
高
卒
程
度
　
申

込
締
切
：
８
月
31
日
（
木
）

あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

１
０
０
１
１
３
１

日
時
：
９
月
３
日
（
日
）
午
後
２

時
開
演
（
30
分
前
開
場
）　
場
所：

渥
美
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

ほ
か
　
内
容
：「
ピ
ア
ノ
五
重
奏

で
奏
で
る
今
・
昔
」
／
ム
ジ
カ
・

ク
ラ
ー
ル
五
重
奏
団
　
入
場
料
：

７
０
０
円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）
／

当
日
８
０
０
円
　
チ
ケ
ッ
ト
：
市

内
文
化
会
館
な
ど
で
販
売
　

▼
あ
つ
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
事

務
局
（
森
下
）
☎
32‐３
９
６
３

第
13
回
渥
美
半
島
ぐ
る
輪

サ
イ
ク
リ
ン
グ

１
０
０
４
２
２
９

日
時
：
10
月
15
日
（
日
）　
場
所
：

白
谷
海
浜
公
園（
ス
タ
ー
ト・ゴ
ー

ル
）　
コ
ー
ス
：【
Ａ
渥
美
半
島
一

周
コ
ー
ス
】
約
70　
㎞
【
Ｂ
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ー
ス
】
約
30　
㎞
　
定
員
：

１
５
０
０
名
（
先
着
順
）　
参
加

料
：【
中
学
生
以
上
】
５
０
０
０

円
【
小
学
生
】
３
０
０
０
円
（
傷

害
保
険
含
む
）　
申
込
：
大
会
Ｈ

Ｐ
（http://www.fukaya-sangyo.

co.jp/event/gururin/

）
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
　
そ
の
他
：
当
日

イ
ベ
ン
ト

特
別
展
示

　市
指
定
文
化
財

「
宝
海
天
神
社
瓦
経
」

　展
示

解
説

１
０
０
５
０
３
２

日
時
：
８
月
20
日（
日
）午
後
２
時

〜
２
時
30
分
　
場
所
：
渥
美
郷
土

資
料
館
　
内
容
：
市
指
定
文
化
財

「
宝
海
天
神
社
瓦
経
」
を
は
じ
め
、

埋
蔵
文
化
財
室
の
展
示
解
説
　
入

場
料
：
無
料

▼
渥
美
郷
土
資
料
館

☎
33‐１
１
２
７

34‐１
０
１
０

家
庭
の
日
コ
ン
サ
ー
ト「
第
12

回
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
」

１
０
０
１
１
３
１

日
時
：
８
月
20
日
（
日
）
午
後
２

時
開
演
（
30
分
前
開
場
）　
場
所：

田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル
　
内

容
：
一
般
公
募
応
募
者
に
よ
る
演

奏
　
入
場
料
：
無
料
　

▼
田
原
市
楽
友
協
会
（
金
子
）

☎
23‐２
６
８
３

席
指
定
）
※

３
歳
以
下
入

場
不
可
　
チ

ケ
ッ
ト
：
８

月
20
日（
日
）

午
前
９
時
か
ら
田
原
文
化
会
館
に

て
前
売
り
開
始
　
託
児
：
10
月
13

日
（
金
）
ま
で
に
電
話
に
て
（
先

着
10
名
、
お
や
つ
持
参
）　

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

講
座

愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー

　見
学
ツ
ア
ー

１
０
０
４
７
３
４

対
象
：
県
内
在
住
の
方
　
日
時
：

８
月
18
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
　
場
所
：
愛
知
県
動
物
保

護
管
理
セ
ン
タ
ー
東
三
河
支
所

（
豊
橋
市
神
野
新
田
町
）　
内
容
：

業
務
内
容
の
説
明
お
よ
び
施
設
見

学
　
参
加
料
：
無
料
　
定
員
：
20

名
（
先
着
順
）　
申
込
：
８
月
14

日（
月
）ま
で
に
電
話
に
て（
受
付：

平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

▼
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー
東
三
河
支
所

☎（
０
５
３
２
）33‐３
７
７
７

※
詳
細
は
県
警
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w

w
.pref.aichi.jp/police/

syokai/saiyou/index.htm
l

）

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
警
察
本
部

☎（
０
５
２
）９
６
１‐１
４
７
９

自
衛
官

１
０
０
４
９
７
８

募
集
種
目
：
①
一
般
曹
候
補
生
②

自
衛
官
候
補
生
（
男
性
）
③
自
衛

官
候
補
生
（
女
性
）
④
航
空
学
生

（
航
空
自
衛
隊
航
空
機
パ
イ
ロ
ッ

ト
）
⑤
航
空
学
生
（
海
上
自
衛
隊

航
空
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
）　
応
募
資

格
：【
①
②
③
】
18
歳
以
上
27
歳

未
満
【
④
】
高
卒
以
上
21
歳
未
満

【
⑤
】
高
卒
以
上
23
歳
未
満
　
申

込
締
切
：
９
月
８
日
（
金
）
／
③

④
は
随
時
受
付

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
自
衛
隊
豊
橋
地
域
事
務
所

☎（
０
５
３
２
）80‐５
１
０
４

は
市
内
に
て
自
転
車
通
行
数
が
増

加
し
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

主
催
：
渥
美
半
島
ぐ
る
輪
サ
イ
ク

リ
ン
グ
実
行
委
員
会

▼
渥
美
半
島
ぐ
る
輪
サ
イ
ク
リ
ン

グ
事
務
局

☎（
０
５
２
）２
２
８‐８
９
１
０

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
フ
ォ
ー
ラ
ム

事
業

　し
お
さ
い
音
楽
会

〜
木
管
五
重
奏
〜１

０
０
５
０
２
７

日
時
：
10
月
28
日
（
土
）
午
後
２

時
開
演
（
30
分
前
開
場
）　
場
所：

田
原
文
化
会
館
文
化
ホ
ー
ル
　
出

演
：Les V

ents Japonais

（
レ 

ヴ
ァ
ン 

ジ
ャ
ポ
ネ
）：
山
内
信
英

（
フ
ル
ー
ト
）、
久
保
一
麻
（
オ
ー

ボ
エ
）、
川
越
あ
さ
み
（
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
）、
竹
下
未
来
菜
（
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
）、
加
治
佑
子
（
ホ
ル
ン
）

入
場
料
：【
一
般
】
１
０
０
０
円

【
高
校
生
以
下
】
５
０
０
円
（
全

婚
活
セ
ミ
ナ
ー

１
０
０
５
０
６
４

対
象
：
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳

以
上
の
独
身
男
女
　
日
時
：
９
月

10
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時
　

場
所
：
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
内

容
：
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
　
講
師
：
恋
愛

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
羽
林
由
鶴
氏
　

定
員
：
30
名
（
抽
選
）　
受
講
料
：

無
料
　
申
込
：
８
月
25
日
（
金
）

ま
で
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
）

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５

神
経
難
病
患
者
家
族
教
室

は
じ
め
の
会

対
象
：
神
経
難
病
患
者
お
よ
び
そ

の
家
族
　
日
時：８
月
25
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
　
場

所：田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
内
容：

交
流
会
　
参
加
料：無
料
　
定
員：

20
名
（
先
着
順
）　
申
込
：
電
話

に
て

▼
豊
川
保
健
所

☎（
０
５
３
３
）86‐３
１
８
９

あ
つ
み
夏
ま
つ
り１０

０
４
１
７
７

日
時
：
８
月
26
日
（
土
）
午
後
３

時
〜
８
時
　
場
所
：
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
レ
イ
駐
車
場
（
福
江

町
）　
内
容
：
各
種
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
渥
美
笑
店
街
（
物
品
販

売
・
飲
食
販
売
）、
ミ
ニ
電
車
、

Ｊ
Ａ
Ｆ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
体
験
車
　

主
催
：
渥
美
商
工
会
・
あ
つ
み
夏

ま
つ
り
実
行
委
員
会

▼
渥
美
商
工
会
☎
33‐０
４
４
１

豊
橋
技
術
科
学
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時
：
８
月
26
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
（
午
前
９
時
30
分

受
付
開
始
）　
場
所
：
豊
橋
技
術

科
学
大
学
　
内
容
：
入
試
案
内
、

研
究
室・施
設
公
開
、
体
験
学
習
、

ロ
ボ
ッ
ト
の
実
演
・
展
示
、
課
外

活
動
団
体
紹
介
ほ
か
（
イ
ベ
ン
ト

の
事
前
予
約
は
不
要
）　
入
場
料：

無
料
　
そ
の
他
：
無
料
駐
車
場
あ

り※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
豊
橋
技
術
科
学
大
学
総
務
課
広

報
係
☎（
０
５
３
２
）44‐６
５
０
６

※財源確保のため、有料広告を掲載しています。広告については市が推奨するものではありません。内容については直接広告主へお問い合わせください。

広報たはら  平成29年8月│    │25 平成29年8月  広報たはら │    │24

おしらせ INFORMATION INFORMATION おしらせ※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ／市役所への郵送は【〒441-3492　住所不要】

申込方法
担当課で配布する申込書に必要書類を添えて直接または郵送にて／要綱・要領・申込書は市 HP からダウンロード可

▼広報秘書課☎ 22‐0138　〒441-3492（住所不要）

▼健康課（あつみライフランド内）☎ 33‐0386　〒441-3614 保美町寺西 21-10

広告枠

広告枠広告枠 広告枠広告枠

広報たはら  平成29年9月│    │23

おしらせ INFORMATION ※ ・ＨＰ=ホームページ／ =市ＨＰでの検索用ページＩＤ／市役所への郵送は【〒441-3492　住所不要】



☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

田
原
市
観
光
事
業
者
等

提
案
事
業
補
助
金１

０
０
２
１
１
４

対
象
：
市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業

所
が
あ
る
個
人
お
よ
び
事
業
者
が

３
名
以
上
で
組
織
す
る
団
体　
対

象
事
業
：
観
光
誘
客
や
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
促
進
の
た
め
の
催
事
、

観
光
客
の
利
便
向
上
や
観
光
に
関

す
る
人
材
育
成
の
た
め
の
調
査
、

研
究
お
よ
び
研
修
な
ど　
募
集
期

間
：
９
月
29
日
（
金
）
ま
で　
　

採
択
決
定
：
10
月
中
旬　
事
業
開

始
：
補
助
金
交
付
決
定
後
（
10
月

中
旬
）
事
業
着
手　

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
消
費
生
活
相
談
窓
口
」

１
０
０
１
０
４
６

　
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
苦

情
、
訪
問
販
売
な
ど
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、
専
門

の
相
談
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報

提
供
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

道
の
駅「
田
原
め
っ
く
ん
は

う
す
」

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
つ
い
て

１
０
０
５
０
９
０

内
容
：
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
伴

い
、
建
物
を
閉
鎖
。
一
部
店
舗
は

駐
車
場
に
て
仮
店
舗
営
業
予
定　

期
間
：
９
月
25
日
（
月
）
～
平
成

30
年
３
月
上
旬

▼
商
工
観
光
課

☎
23‐３
５
２
２

22‐３
８
１
７

地
域
職
業
相
談
室
の
移
転

に
つ
い
て

１
０
０
５
０
６
９

内
容
：
田
原
め
っ
く
ん
は
う
す
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、
地
域
職

業
相
談
室
を
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
ロ
ビ
ー
へ
移
転　

移
転
日

時
：
９
月
25
日
（
月
）
～

※
め
っ
く
ん
は
う
す
内
相
談
室
は

９
月
22
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

▼
商
工
観
光
課

平
成
29
年
就
業
構
造
基
本

調
査

　
総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
1

日
現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
国

民
の
就
業
・
不
就
業
の
実
態
を
詳

細
に
把
握
し
、
雇
用
政
策
を
は
じ

め
、
経
済
政
策
な
ど
に
必
要
な
基

礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
は
、
わ
が
国
の
全

世
帯
の
う
ち
、
無
作
為
に
選
ば

れ
た
、
15
歳
以
上
の
世
帯
員
約

１
０
８
万
人
で
す
。
統
計
調
査
員

が
調
査
票
の
記
入
の
お
願
い
に

伺
っ
た
際
に
は
、
調
査
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23‐３
５
０
６

23‐０
１
８
０

▪
東
三
河
消
費
生
活
総
合
セ
ン

タ
ー

　
☎（
０
５
３
２
）51‐２
３
０
５

場
所
：
豊
橋
市
役
所 

安
全
生
活

課
（
東
館
12
階
）　

開
設
日
時
：

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

30
分

▪
東
三
河
消
費
生
活
田
原
セ
ン

タ
ー

　
☎
23‐３
８
１
８

場
所
：
田
原
市
役
所 

商
工
観
光

課
（
北
庁
舎
１
階
）　　

開
設
日

時
：
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分

▼
東
三
河
広
域
連
合
消
費
生
活
課

☎（
０
５
３
２
）26‐９
０
７
７

■大規模災害発生に備えた警察の
取り組み
　田原署は、南海トラフを震源域とする大地
震が発生したという想定で、現地警備本部
による災害対応訓練を実施しました。
　災害が発生した際、警察は①救出救助②
被害実態の把握③交通の混乱防止④犯罪
の予防・取り締まり⑤緊急輸送の確保⑥危
険箇所の警戒などにあたります。
　今後も、救出救助訓練などのほか、総合
的災害対策を実施し、各防災機関、自主防
災 会 などと
の 連 携を強
化し、大規模
災 害 発 生に
備えていきま
す。

▶田原警察署☎23-0110
田原警察署だより

T A H A R A
≫田原市のデータ

交通事故発生件数

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

※（　）内の数字は
　平成29年の累計

7月

●人身15件（104件）
●負傷21人（146人）
●死亡0人（1人）
●物損144件（879件）

●侵入盗1件（24件）
●乗物盗2件（7件）
●非侵入盗10件（63件）

●火災1件（17件）
●救急209件（1304件）
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平
成
30
年
田
原
市
成
人
式
を

行
い
ま
す

日
時：平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
）

午
前
10
時
～　
場
所
：
田
原
市
総

合
体
育
館　
案
内
状
：
11
月
末
現

在
で
田
原
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て

い
る
方
に
12
月
初
旬
ご
ろ
送
付

※
詳
細
は
広
報
た
は
ら
11
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

ホ
ー
ル
支
援
事
業
補
助
金

１
０
０
１
１
２
５

　
市
内
の
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
す

る
コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇
な
ど
を
支

援
し
ま
す
。

対
象
：
市
内
在
住･

在
勤
で
３
人

以
上
の
団
体
が
実
施
す
る
、
一
般

市
民
を
対
象
と
し
た
文
化
ホ
ー
ル

事
業
（
入
場
料
５
０
０
円
以
上
、

２
０
０
人
以
上
の
入
場
者
を
見
込

め
る
も
の
。
た
だ
し
、
団
体
の
発

表
会
に
類
す
る
事
業
や
営
利
目
的

の
事
業
は
除
く
）　

支
援
内
容
：

文
化
会
館
施
設
使
用
料
お
よ
び
付

属
設
備
使
用
料
の
免
除
、
舞
台
管

理
委
託
料
の
免
除
、
各
文
化
会
館

で
の
チ
ケ
ッ
ト
販
売
、
広
報
活
動

の
援
助
、
事
業
費
の
補
助
（
対
象

経
費
の
２
分
の
１
以
内
、
限
度
額

１
事
業
25
万
円
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23‐３
６
３
５

22‐３
８
１
１

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

「
協
力
事
業
者
」募
集

１
０
０
５
０
９
６

対
象
：
市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
林

水
産
品
、
市
内
事
業
者
に
よ
り
製

造
、
加
工
さ
れ
た
工
芸
品
や
加
工

品
ま
た
は
地
域
特
性
を
生
か
し
た

サ
ー
ビ
ス
な
ど　
内
容
：
渥
美
半

島
た
は
ら
ブ
ラ
ン
ド
認
定
品
以
外

で
返
礼
品
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も

の
を
認
定
し
て
活
用　
申
込
：
申

請
書
な
ど
の
関
係
書
類
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
直
接
提
出

※
詳
細
は
市
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
地
域
創
生
課

☎
27‐７
９
７
８

23‐０
６
６
９

特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

１
０
０
２
７
２
４

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
は

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で
で
す
。

　
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
弔
慰

金
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
ご
請
求
く
だ

さ
い
。

▪
支
給
内
容

国
債
名
称
（
第
十
回
特
別
弔
慰

金
国
庫
債
券　
い
号
）

額
面
（
25
万
円
【
５
年
償
還
】）

▪
支
給
対
象
者

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族（
子・孫・兄
弟
姉
妹
な
ど
）

※
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
対

象
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
で

も
、
相
続
人
に
よ
る
請
求
が
可

能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23‐３
５
１
２

23‐３
５
４
５

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
集
い

対
象：オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門・

人
工
膀
胱
の
保
有
者
）
と
そ
の
家

族　
日
時
：
10
月
28
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
～
４
時 

場
所
：
豊
橋

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
い
ト
ピ
ア

内
容
：【
講
演
１
】
医
師
の
立
場

か
ら
［
講
師
］
柴
田
佳
久
氏
（
豊

橋
市
民
病
院
外
科
・
肛
門
外
科
部

長
）【
講
演
２
】ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ［
司

会
］
つ
つ
じ
の
会
役
員
［
助
言
者
］

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師　

参
加
料
：
無
料

▼
つ
つ
じ
の
会　
東
三
河
オ
ス
ト
メ

イ
ト
の
会
田
原
支
部
（
鈴
木
）

☎
22‐３
３
４
７

寄
付

　
次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま

す
。

▼
７
月
26
日
、
井
上
和
子
様
か
ら

教
育
振
興
の
た
め
、
書
籍
52
冊
。

税

公
的
年
金
か
ら
の

市
民
税・県
民
税
の
天
引
き

１
０
０
０
７
８
０

　
満
65
歳
に
な
ら
れ
た
方
（
昭
和

26
年
４
月
３
日
～
27
年
４
月
２
日

生
ま
れ
の
方
）
な
ど
で
、
10
月
支

給
の
公
的
年
金
か
ら
市
民
税
・
県

民
税
の
特
別
徴
収
（
天
引
き
）
が

始
ま
る
方
が
い
ま
す
。

　
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
対
象
者

に
は
、
６
月
中
旬
に
市
か
ら
送
付

し
た
納
税
通
知
書
に
特
別
徴
収
予

定
の
金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23‐３
５
０
９

23‐０
１
８
０
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◦田原児童センターのイベント ▶田原児童センター　☎23‐4761

◦子育て支援センターのイベント ▶子育て支援課（市役所内）　☎23‐3513

ひまわりルーム・なのはなルーム＊詳細は各ルームへお尋ねください。
◆開放日：毎週月曜日～金曜日（祝日・お盆期間・年末年始を除く）※毎月 第3水曜午後休館
◆時間：9：30～12：00、13：00～15：30※毎日11：15～手遊び、絵本の読み聞かせなど実施
◆対象：未就園児とその保護者
◆利用方法：予約不要（直接お越しください）
◆出張子育てひろば：赤羽根福祉センター（毎週火曜日9：30～）・泉市民館（毎週金曜日9：30～）

イベント名 と　き 内　容 対　象

チャレンジ
「パズルに挑戦！」 9月5日（火）～10日（日） いろいろなパズルがあるよ。全部できるか

な？ 幼児から

はらぺこMommys 9月6日（水）10：30～ 英語の絵本の読み聞かせや手遊びをします。 幼児と保護者

おはなしポケット 9月14日（木）10：30～ 読み聞かせや手遊びで親子の楽しい時間を
過ごそう。 幼児と保護者

アイデア工作 9月18日（月・祝）～24日（日） 廃材を利用してアイデアいっぱいの工作を
してみよう。 小学生以上

工作「へんしんメガネ」 9月26日（火）～10月1日（日） 目の周りを変えるだけ！おしゃれな変身アイ
テムです。ハロウィンパーティーに使ってね。 小学生以上

子育て講座名 と　き ところ 講　師 内　容

今、子どもの足が
危ない！

9月4日（月）
10：30～11：00

ひまわりルーム
（稲場保育園内）☎23‐0987

あいゆう治療院
（岡田裕助氏）

正しい靴選び、正しい姿勢な
ど、子どもの足のトラブルを避
けるお話です。

サンテパルクたは
らで遊ぼう

9月6日（水）
10：00～11：30

ひまわりルーム
（稲場保育園内）☎23‐0987 ルームスタッフ

広くて自然がいっぱいのサン
テパルクでスタンプラリーを
して楽しみます。

トイレトレーニン
グについて

9月6日（水）
10：30～11：00

なのはなルーム
（伊良湖岬保育園内）☎38‐0760 田原市保健師 トイレトレーニングのコツな

ど分かりやすくお話しします。

　田原児童センターは、高校生までの子どもが遊ぶ施設です。ルールを守ってみんなで仲良く遊びましょう。保護者
の方は、お子さんと一緒に楽しく遊んでください。

●詳しくは、児童センターだより（図書館・緑が浜公園・子育て支援課に設置、またはHP）でご確認ください。            
　 1001099

◆開館時間：9：30～12：00、13：00～17：00
◆対象：０～１８歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◆休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日の火曜日）
　【9月のお休み】9月4日（月）、11日（月）、16日（土）、17日（日）、19日（火）、25日（月）

　田原市地域子育て支援センターは、親子で安心して遊べる場所を提供し、子育ての喜びや悩みを分かち合えるよ
う子育てのお手伝いをしています。いつ行ってもいい、いつ帰ってもいい、気軽に利用できる場所です。親子で遊び
ながら、育児について話をしたり、仲間づくりをしたりしてみませんか？
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※すべてたはら健康マイレージ対象

◦図書館のイベント ▶中央図書館　☎23‐4946

◦その他
イベント名 とき／ところ 内　容 申　込 その他／申込先

花育体験
「寄せ植え」

1005066

9月17日（日）
13：30～15：00

サンテパルクたはら
サンテドーム

「敬老の日」用のプレゼ
ントを手作り
対象：どなたでも
定員：30名（先着順）
参加料：1,000円

電話または直接 ▶サンテパルクたはら
☎25-1234

キャベゾウ親子
ウォーキング
×伊良湖謎解き
倶楽部 in サン
テパルクたはら

1002176

10月1日（日）
10：00～12：00

サンテパルクたはら
サンテドーム

サンテパルクたはらの
池の外周をキャベゾウ
と一緒に歩くイベント
対象：市内の小学生
以下とその保護者
定員：20組（先着順）
参加料：無料

9月29日（金）までに電話・
FAX・Eメールにて（FAX・E
メールの場合は、住所・氏
名・年齢・電話番号）

▶商工観光課
☎23-3522 22-3817

syoko@city.tahara.
aichi.jp

市民カレッジ
親子リトミック

1001127

1０月３日、1７日、１１
月７日、２１日、１２月５
日（すべて火）（全5回）
10：30～11：30

田原文化会館

対象：２歳ぐらいか
ら就園前の幼児と保
護者
定員：10組（抽選）
受講料：1,000円
材料費：初回300円

9月19日（火）までに電話・
FAXにて（FAXの場合は、
教室名・住所・氏名・子の年
齢・電話番号）

▶生涯学習課
☎23-3635 22-3811

パパママ普通救
命講習会

1005062

10月10日（火）
9：30～12：30

赤羽根福祉センター
会議室

対象：市内在住・在勤
の方
定員：20名（先着順）
託児：あり

10月9日（月・祝）［託児の
場合は10月1日（日）］まで
に電話・FAXにて（FAXの
場合は、住所・氏名・生年月
日・電話番号・託児の有無
を明記）

講習修了者に修了証を交
付／たはら健康マイレー
ジ対象
▶消防署赤羽根分署
☎45-4119 45-4120

秋の汐川干潟
自然観察会

1004279

10月21（土）
10：00～12：00

汐川干潟（豊橋市杉
山町）

豊橋市と共同で開催す
る野鳥や干潟の生き物
の観察会
対象：どなたでも（中
学生以下は保護者同
伴）
定員：50名（先着順）

9月29日（金）までに、電
話・FAX・はがきにて（FAX・
はがきの場合は、代表者
の郵便番号・住所・電話番
号と参加者全員の氏名・年
齢を明記）

長靴、スコップ、タオル、
帽子、飲み物、筆記用具を
持参
▶環境政策課

（〒441-3492  住所不要）
☎23-3541 23-1832

市民カレッジ
0歳からの習い
事☆ゆび絵☆

1001127

1０月27日、11月24
日、１2月22日、１月
２６日、２月２３日（すべ
て金）（全5回）
10：00～11：00

田原文化会館

対象：お座りができ
る年齢～就園前の幼
児と保護者
定員：10組（抽選）
受講料：1,000円
材料費：毎回400円

10月13日（金）までに電
話・FAXにて（FAXの場合
は、教室名、住所・氏名・子
の年齢・電話番号）

▶生涯学習課
☎23-3635 22-3811

イベント名 と　き ところ 対　象

おはなしの部屋 10月7日（土）15：00～ 中央図書館☎23-4946
おはなしのへや 幼児～小学生

ぴよぴよおはなし会 10月11日（水）
10：30～、11：00～

中央図書館
おはなしのへや 乳幼児

はらぺこMommys
おはなし会

9月20日（水）
10：30～、11：00～

中央図書館
おはなしのへや 乳幼児

おはなし会 9月17日（日）、10月7日（土）
10：30～

赤羽根図書館☎45-3426
こどもしつ 乳児～小学生

おはなし会
9月23日（土・祝）10：30～
10月7日（土）14：00～
10月14日（土）14：00～

渥美図書館☎33-1114
おはなしコーナー 乳児～小学生

　図書館では、おはなし会を開催しています。親子で楽しい時間を過ごしてみませんか？
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

中
・
が
ん
・
ロ
コ
モ
（
運
動
器
が
お
と
ろ

え
、「
立
つ
」「
歩
く
」
な
ど
の
動
作
が
困

難
に
な
る
状
態
）・
う
つ
病
・
認
知
症
な

ど
に
な
る
リ
ス
ク
を
下
げ
る
た
め
、
今
よ

り
1
日
10
分
多
く
体
を
動
か
す
こ
と
、「
＋

10
（
プ
ラ
ス
テ
ン
）」
を
勧
め
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ス
10
分
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
は
じ

め
ま
せ
ん
か
？

　
日
ご
ろ
か
ら
歩
く
こ
と
を
心
掛
け
て
い

ま
す
か
？

　
平
成
27
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
結
果

は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。
１
日
の
平
均

歩
数
を
み
る
と
、
ど
の
年
代
も
目
標
値
か

ら
約
１
１
０
０
歩
～
１
５
０
０
歩
（
約
10

分
～
15
分
）
不
足
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
日
本
21
計
画
の
推
進
の
た
め
に
厚

生
労
働
省
は
、
普
段
か
ら
元
気
に
体
を
動

か
す
こ
と
で
、
糖
尿
病
・
心
臓
病
・
脳
卒

　
「
体
を
動
か
す
こ
と
」
と
は
、
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
体

へ
の
負
担
が
少
な
く
、
す
ぐ
に
始
め
る
こ

と
が
で
き
、
お
勧
め
で
す
。
ま
ず
は
、
普

段
の
生
活
に
1
日
プ
ラ
ス
１
０
０
０
歩

（
約
10
分
）
多
く
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

▪
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果

【
心
】
認
知
症
や
う
つ
病
を
予
防
（
脳
が

活
性
化
）、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
（
自
律

神
経
の
調
整
、
ス
ト
レ
ス
解
消
）
な
ど

【
体
】
生
活
習
慣
病
予
防
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
・
血
糖
値
低
下
、
肥
満
解
消
、
骨

粗
し
ょ
う
症
予
防
な
ど
）

あなたは大丈夫？
健康のための身体活動
チェック

毎日合計60分以上、歩い
たり動いたりしている

同世代の同性と比較し
て歩くスピードが速い

同世代の同性と比較し
て歩くスピードが速い

運動習慣※がある運動習慣※がある

Yes
No

No

NoNo

No Yes

Yes

YesYes

スタート

このままでは
あなたの健康
が心配です。
いつ、どこで
+10できるか
考えてみませ
んか？

目標達成まで、
あと少し！
無理なくでき
そうな+10を
始めるなら今！

目標を達成し
ています。
+10で、より
アクティブな
暮らしを！

素晴らしいで
す！
一緒に体を動
かす仲間を増
やしてくださ
い。

１日の平均歩数 健康日本21
歩数の目標値※

20 歳～
64 歳

男 7,970 　9,000

女 6,991 8,500

65 歳以
上

男 5,919 7,000

女 4,924 6,000

◦平成27年国民健康・栄養調査（歩数の状況）

※国の健康づくり計画の目標値

※運動習慣＝１回３０分以上の軽く汗をかく運動を週２日以上、１年以上続
けて行っている。

何も考えずに体をリラックスさせることで、疲れが
取れていきます。呼吸をコントロールすることにより
自立神経のバランスを整え、精神的な安定を図
り、心と体を健康にしていきましょう。
スポーツ課☎23-3531

❶手足を自然に伸ばし、仰向けに寝る。手の平は上を向けておく。
❷まぶたを閉じて、数回深い呼吸をする。手足の力を抜き、手足の重さ
を感じながら呼吸を続ける。
❸手足を振ったり握ったり、伸びをしたりしてからゆっくり起き上がる。
※３～５分くらいを目安に行いましょう。

●❶ ●❷ ●❸
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市役所内
☎23‐3515
あつみライフランド
☎33‐0386

健康課

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
ま
た

は
、健
康
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
10
月
か
ら
「
あ
と
１
０
０
０
歩
！
歩
か

ま
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
「
た
は
ら
健

康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
と
併
せ
て
参
加
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

【
お
知
ら
せ
】

▪「
あ
と
１
０
０
０
歩
！
歩
か
ま
い
」キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
健
康
に
！

【
対
象
】
市
内
在
住
の
方  

【
期
間
】
10
月
２
日（
月
）

～
平
成
30
年
１
月
31
日

（
水
）　
【
申
込
】健
康
課・

あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
・

赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
応
募
用
紙
と
「
東

海
道
五
十
三
次
」ま
た
は

「
渥
美
半
島
ぐ
る
っ
と
一

周
」
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記
録

表（
以
下
「
記
録
表
」）
を
入
手
し
、ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
記
録
を
記
入
の
上
、
平
成
30
年

２
月
28
日（
水
）ま
で
に
応
募
用
紙
と
記
録

表
を
配
布
場
所
へ
提
出
（
記
録
表
は
Ｈ
Ｐ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）　 

【
そ
の
他
】

82
万
５
０
０
０
歩（
東
海
道
五
十
三
次
）ま

た
は
、17
万
５
０
０
０
歩（
渥
美
半
島
ぐ
る
っ

と
一
周
）を
達
成
さ
れ
た
方
に
粗
品
進
呈

１
０
０
１
９
６
１

※
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▪
栄
養
バ
イ
キ
ン
グ
講
座

【
対
象
】
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

【
場
所
／
期
日
／
時
間
】
表
の
と
お
り　

【
内
容
】
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
に
つ
い

て
の
講
義
と
バ
イ
キ
ン
グ
実
習　
【
定
員
】

各
20
組（
先
着
順
）
※
印
の
期
日
は
託

児
あ
り
10
名（
先
着
順
）　
【
受
講
料
】
各

３
０
０
円　
【
申
込
】
各
回
の
１
週
間
前

ま
で
に
電
話
に
て

※
た
は
ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

▪
住
民
結
核・
肺
が
ん
検
診

　

台
風
の
た
め
延
期
に
な
っ
た
8
月
7

日（
月
）
の
住
民
結
核
・
肺
が
ん
検
診
は
、

左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　
慣
れ
て
き
た
ら
、
正
し
い
フ
ォ
ー
ム
を

意
識
し
て
、
週
に
2
日
以
上
30
分
程
度
実

施
す
る
と
さ
ら
に
効
果
的
で
す
。

▪
安
全
の
た
め
に

・
心
臓
病
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
整
形
の

病
気
の
治
療
中
の
方
は
、
主
治
医
に
相

談
し
て
か
ら
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

・
水
分
摂
取
は
、小
ま
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

▪
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
活
用
！

　
四
季
折
々
の
渥
美
半
島
の
魅
力
を
感
じ

ら
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
集
約
し

た
「
田
原
市
の
自
然
満
喫
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
市
役
所
、

あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
な
ど
で
無
料
配
布

し
て
い
ま
す
。

▪
楽
し
く
続
け
る
た
め
に

・
歩
数
、
距
離
を
記
録
す
る
と
励
み
に
な

り
ま
す
。
歩
数
計
や
携
帯
電
話
の
歩
数

計
機
能
な
ど
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
制
度
「
た
は

ら
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
」
で
は
、
1
日
プ

ラ
ス
10
分
以
上
歩
く
と
2
ポ
イ
ン
ト
貯

ま
り
ま
す
。
健
診
受
診
な
ど
の
合
計
で

１
０
０
ポ
イ
ン
ト
貯
め
る
と
、
記
念
品

● 休日当直医 ※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認の上、受診してください。　市役所◦☎22‐1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　
夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22‐2131

月　日 当直医 電話番号

 9月18日（月・祝） 昭和医院 ☎32‐3749
惣卜歯科医院 ☎45‐2066

 9月 23日（土・祝） 北山医院 ☎37‐0023
ふくしま歯科医院 ☎37‐1182

 9月24日（日） 朽名医院 ☎33‐0162
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22‐6477

 10月 1日（日）

藤岡医院 ☎32‐1515
かわさき整形外科クリニック ☎22‐7700
まち眼科 ☎22‐2710
かわい歯科 ☎24‐0080

月　日 当直医 電話番号

 9月  3日（日）

菜の花内科クリニック ☎22‐7777
まち眼科 ☎22‐2710
田原南こころのクリニック ☎27‐7100
小原歯科 ☎25‐1139

 9月10日（日）
河合医院 ☎22‐6133
山本耳鼻咽喉科 ☎24‐4100
岩瀬歯科医院 ☎22‐6677

 9月17日（日）
かわせ小児科 ☎22‐1230
きまた眼科 ☎23‐1092
青木歯科クリニック ☎33‐1139

場所 月日 時間

田原福祉
センター

11/22（水）

10：00～
12：30

（受付9：50
～10：00）

1/24（水）※

あつみライ
フランド

12/6（水）

2/7（水）※

◦栄養バイキング講座

※印の期日は託児があります。

◦住民結核・肺がん検診
月日 時間 場所

10/2
（月）

9：00～
9：30

波瀬集落セ
ンター

10：30～
11：15

吉胡集落セ
ンター

13：15～
14：45

田原福祉セ
ンター

※平成29年度住民結核・肺
がん検診受診票をご持参く
ださい。

かかとから着地

腕は前後に
大きく振る
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「
老
人
の
日
」

　
９
月
15
日
（
金
）
は
「
老
人
の
日
」
で
、
こ

の
日
か
ら
21
日
（
木
）
の
間
は
「
老
人
週
間
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
家
庭
や
地
域
な
ど
で
、
高
齢
者

の
多
年
に
わ
た
る
社
会
貢
献
に
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
市
か
ら
次
の
皆
さ
ん
に
、
敬
老
祝
い
商
品
券

ま
た
は
敬
老
金
を
、
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
は

敬
老
記
念
品
を
お
届
け
し
て
、
ご
長
寿
を
お
祝

い
し
ま
す
。

【
対
象
年
齢
と
記
念
品
】

◦
満
88
歳
（
昭
和
４
年
生
ま
れ
）
の
方

　
敬
老
祝
い
商
品
券
・
敬
老
記
念
品

◦
満
１
０
０
歳
以
上
（
大
正
６
年
12
月
31
日
以

前
の
生
ま
れ
）
の
方

　
敬
老
金
・
敬
老
記
念
品

◦
満
99
歳
（
大
正
７
年
生
ま
れ
）
の
方
に
は
、

愛
知
県
か
ら
敬
老
祝
い
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

す
。

※
平
均
寿
命
が
男
女
と
も
に
80
歳
を
超
え
た
こ
と

に
よ
り
、
今
年
度
か
ら
対
象
年
齢
を
満
88
歳
・

満
１
０
０
歳
以
上
と
し
ま
し
た
。

▼
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

☎
23
‐
４
６
５
４

23
‐
３
５
４
５

「
東
三
河
広
域
連
合
よ
り
お
知
ら
せ
」

　
平
成
30
年
度
か
ら
８
市
町
村
の
介
護
保
険
者

を
統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
、
今
月
号
か
ら
変
更

点
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
掲
載
し
ま

す
。

【
質
問
】

　
保
険
者
統
合
に
よ
っ
て
、
現
在
利
用
し
て
い

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く
な
り
、
手

続
き
な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
か
。

【
回
答
】

　
現
在
利
用
中
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
30

年
４
月
以
降
も
今
ま
で
ど
お
り
継
続
し
て
利
用

で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
新
し
く
発
行
し
た
介
護
保
険
被
保

険
者
証
を
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
に
提
示
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

介
護
保
険
被
保
険
者

証
な
ど
の
発
行
に
つ

い
て
は
、
次
号
以
降

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
東
三
河
広
域
連
合
介
護
保
険
準
備
室

☎（
０
５
３
２
）26
‐
８
４
６
０

「
平
成
30
年
度
か
ら
の
、
介
護
保
険
者

統
合
に
伴
う
「
住
民
説
明
会
」
を
開
催

し
ま
す
」

　
平
成
30
年
４
月
よ
り
、
東
三
河
８
市
町
村
の

介
護
保
険
者
が
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
、
住

民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
、

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
近
く
の
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
高
齢
福
祉
課
長
寿
介
護
係

☎
23
‐
３
２
１
７

23
‐
３
５
４
５

期日 会場 時間

10月17日（火） 田原福祉センター 19：00～

10月19日（木） 赤羽根市民館 19：00～

10月20日（金） 渥美文化会館
（農村環境改善センター） 19：00～
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広報秘書課 ☎２2-0138

ティーズチャンネルで放送中
デジタル

ch12 放送日 内　容

～9/14木
田原市総合防災訓練

中学生バレーボール教室

9/15金～9/28木
トライアスロン伊良湖大会

フッ化物洗口

9/29金～10/12木
田原祭り

妊婦さんのためのおっぱい教室

９月のおすすめティーズチャンネル９月のおすすめティーズチャンネル
地デジ

12ch

豊橋ケーブルネットワーク株式会社 ［ティーズ］　　　　　　　0120－816－142　  （営業時間９:００～１８:００）フリー
コール

※この番組表は有料広告として掲載しています。

1001689

◦たはら市政番組のバックナンバーは
　　　　　インターネットでも視聴可能です！

◦街角ネットたはら

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。
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グロリオサ
（花／出荷時期：1年中）

炎のような赤色と、黄色の
縁取りがある冠のような花
姿からラテン語の栄光（グロ
リオサス）が語源です。

花ことば

栄光・勇敢

ポットマム
（鉢花／出荷時期：8～11月）

和の落ち着きと洋風の華や
かさが同居する鉢花です。本
市では約14万鉢が出荷され
ています。

花ことば

高潔

農政課  ☎23-3517

花 鉢

18

今月の 9月の

が
ち
な
野
菜
を
積
極
的
に
取
り
ま
し
ょ
う
。

・
よ
く
噛
ん
で
食
べ
、
食
後
は
丁
寧
に
正
し
く
歯
を

磨
き
ま
し
ょ
う
。

・
食
品
表
示
を
確
認
し
て
、
安
全
・
安
心
を
基
準
に

食
材
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

【
視
点
２
】
食
を
通
じ
て
豊
か
な
「
心
」
を
育
む

・
家
族
や
友
達
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
く

食
事
を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
野
菜
な
ど
の
栽
培
や
収
穫
の
体
験
を
通
じ
て
、
食

べ
物
の
大
切
さ
を
学
び
、
食
材
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
伝
統
的
な
郷
土
料
理
や
行
事
食
を
次
世
代
に
伝
え

ま
し
ょ
う
。

【
視
点
３
】
食
を
通
じ
て
「
環
境
」
に
優
し
い
暮
ら

し
を
築
く

・
残
さ
ず
食
べ
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
買
い
過

ぎ
、
作
り
過
ぎ
に
注
意
し
て
、
食
品
の
無
駄
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

・
地
元
の
食
材
に
関
心
を
持
ち
、
地
産
地
消
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　　
市
Ｈ
Ｐ
で
「
た
は
ら
食

育
推
進
計
画
２
０
２
１
」

が
閲
覧
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
皆

さ
ん
の
食
育
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
！

１
０
０
１
４
９
７

「
た
は
ら
食
育
推
進
計
画
２
０
２
１
」
を
策
定
し
ま

し
た
！

　
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
食
育
推
進
の
評
価
と
課
題

の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
の
食
育
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
た

は
ら
食
育
推
進
計
画
２
０
１
６
」
の
基
本
理
念
を
引

き
継
ぎ
、
平
成
29
年
３
月
に
「
た
は
ら
食
育
推
進
計

画
２
０
２
１
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

▪
食
育
と
は

　

食
育
基
本
法
で
は
、「
食
育
」
を
「
生
き
る
上
で

の
基
本
で
あ
っ
て
、
知
育
、
徳
育
及
び
体
育
の
基
礎

と
な
る
べ
き
も
の
と
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
通
じ
て『
食
』に
関
す
る
知
識
と『
食
』

を
選
択
す
る
力

を
習
得
し
、
健

全
な
食
生
活
を

実
践
す
る
こ
と

が
で
き
る
人
間

を
育
て
る
」
こ

と
と
し
て
い
ま

す
。

▪
三
つ
の
視
点
か
ら
食
育
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

【
視
点
１
】
食
を
通
じ
て
健
康
な
「
体
」
を
つ
く
る

・
早
寝
、
早
起
き
を
心
掛
け
、
朝
食
は
毎
日
き
ち
ん

と
食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
掛
け
、
不
足
し
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［田原市調べ］

（ｔ）

田原市のごみの現状をみなさんにお知らせしていきます。

●市内のもやせるごみ発生量

炭生館計画予定量 1,300ｔ/月

H28年度 5月
H29年度 5月

H28年度 6月
H29年度 6月

H28年度 7月
H29年度 7月

1,559.94

1,484.33

1,600.34

1,561.11

［田原市調べ］

川をきれいに保つためできることから始めましょう。

●市内５河川の水質検査結果

BＯＤ（㎎/ℓ）

H28 5月 7月 9月 H29 1月 3月 5月

汐川環境基準（目標）
8㎎/ℓ以下

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

11月

1,527.08

1,558.27

　皆さん、夏休みには川や海、森などでたくさんの自然に触れ合い
ましたか？今回は、７月下旬に市内小学生と調査をした新堀川（伊
川津町）の水生生物調査の結果を報告します。

　水生生物調査とは、川の生き物を採集して種類を調べることで、
水質を判定する調査のことです。すんでいる生き物の種類と数から、
川の水の汚れの程度が次の４つの階級に分けられます。

【指標生物と水質の階級】

　今回調査をした新堀川の椛地域では、カワゲラ類、サワガニ、コオニヤ
ンマ、アメリカザリガニなどが確認されました。調査の結果、新堀川の水
質は「水質階級Ⅰ（きれいな水）」でした。
　このきれいな川を次の世代に残していけるように、私たち一人一人が川
について、興味や意識を持つことが大切です。

▼環境政策課☎ 23-3541

水生生物調査でわかる、身近な川の水質

▲サワガニ

▲調査の様子

水質階級Ⅰ
（きれいな水）

水質階級Ⅱ
（ややきれいな水）

水質階級Ⅲ
（汚い水）

水質階級Ⅳ
（とても汚い水）

 カワゲラ類
ヒラタカゲロウ類
ナガレトビケラ類
ヤマトトビケラ類
アミカ類、ヨコエビ類
ヘビトンボ、ブユ類
 サワガニ、ナミウズムシ

コガタシマトビケラ類
オオシマトビケラ
ヒラタドロムシ類
ゲンジボタル
コオニヤンマ、カワニナ類
ヤマトシジミ、イシマキガイ

ミズカマキリ
ミズムシ
タニシ類
シマイシビル
ニホンドロソコエビ類
イソコツブムシ類

ユスリカ類
チョウバエ類
アメリカザリガニ
エラミミズ
サカマキガイ
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中央図書館  ☎23‐4946   　 tosho@city.tahara.aichi.jp
http://www2.city.tahara.aichi.jp/section/library/

よ  く  よ  む

図書館休館日

  9月▶4日月、8日金、11日月、19日火、
　　    25日月
10月▶2日月、10日火、13日金、16日月、
　　    23日月、30日月

①医療講座　
在宅医療「たまに入院、ほぼ在宅」

▼内容＝これからの超高齢社会の中で最後まで自分
らしく尊厳を保ち、住み慣れた地域で過ごすことが
できるよう、疑問に答
えながら分かりやすく
お話しいただきます。

▼日時＝9月29日（金）
午後1時30分～3時

▼場所＝田原文化会館
2階201・202会議室

▼対象・定員＝どなたでも／50名（先着順）

▼講師＝川澄明子氏（渥美病院外来看護課長）

▼参加費＝無料

②バリアフリー映画上映会「舟を編む」
三浦しをん原作（音声ガイド・日本語字幕つき）

▼日時＝9月30日（土）
午後1時30分～4時

▼場所＝田原文化会館1階　
多目的ホール

▼対象・定員＝どなたでも／
200名（先着順）

▼締切＝9月26日（火）

▼参加費＝無料

▼その他＝車いすでの鑑賞希望は、申し込み時にお
知らせください。

③英語多読講演会
「図書館で英語多読を楽しもう」

▼内容＝図書館の英語多読コーナーを使って、楽し
みながら英語を身につけてみませんか？講演終了
後、講師による読書相談も実施します。（希望者の
み）

▼日時＝10月1日（日）午後2時～3時30分

▼場所＝田原文化会館2階201・202会議室

▼対象・定員＝どなたでも／50名（先着順）
▼講師＝西澤一氏（豊田高専教授）

▼参加費＝無料
▼その他＝事前質問を、9月22日（金）まで受け付け

ます。詳細は図書館ＨＰでご確認ください。

▼申込＝①②③とも電話またはFAX・Ｅメールにて
（FAX・Ｅメールの場合は、件名①「医療講座」②「バ
リアフリー映画」③「英語多読講演会」のいずれか・
住所・氏名・電話番号を明記）

▼問い合わせ＝中央図書館
☎23-4946  23-4646

 tosho@city.tahara.aichi.jp

●中央図書館
　一　般▶～10月1日日 「ガチ☆マンガ１００」
　子ども▶9月1日金～11月9日木 「つくろう たべよう 
　　　　　　　　　　　　　　　　　 おいしいよ！」
●赤羽根図書館
　一　般▶9月9日土～10月12日木 「動物愛護週間」
　子ども▶9月9日土～10月12日木 「おしごといろいろ」                           

●渥美図書館
　一　般▶9月9日土～10月12日木  「いろんなペット」
　子ども▶9月9日土～10月12日木 「動物あつまれ～！」

『山猫珈琲』
湊かなえ/著　双葉社　914.6/ﾐﾅ

上下巻のエッセイ集。淡路島のご当地
グルメが食べたくなりました。著者の
ご主人が描かれた猫のイラストも素敵
です。

『美味礼讃』
ブリア＝サヴァラン/著　新潮社　
596.04/ｻ

食べ物について書かれたものを読む
のは、実際に食べるのと同じように楽し
い！ 19世紀フランスのベストセラー新
訳。
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海
水
か
ら
塩
作
り

　
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
料
理
に
使
う

塩
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
現
代
で

あ
れ
ば
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
に

行
け
ば
、塩
は
簡
単
に
手
に
入
り
ま
す
が
、

こ
の
塩
は
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
で
は
塩
の
原
料
と
な
る
の
は
主
に

海
水
で
す
。
海
水
浴
の
と
き
に
口
の
中
に

海
水
が
入
っ
て
、
し
ょ
っ
ぱ
い
味
が
し
た

経
験
を
し
た
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
海
水
に
塩
分
が
入
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
こ
の
海
水
か
ら
塩
は
作
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
海
水
か
ら
塩
を
作
る
こ
と
は
日
本
で
は

縄
文
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
渥

美
半
島
で
は
、
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
、
平

安
時
代
は
じ
め
に
か
け
て
塩
作
り
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
場
所
は
、

西
の
浜
や
福
江
湾
な
ど
の
海
岸
沿
い
で
し

た
。
特
に
奈
良
時
代
で
は
、
平
城
京
か
ら

出
土
し
た
木
簡
に
「
三
河
国
渥
美
郡
か
ら

特
産
品
の
調
と
し
て
塩
を
納
め
る
」
と
い

う
内
容
が
書
か
れ
て
お
り
、
当
時
の
都
で

あ
っ
た
奈
良
の
平
城
京
に
渥
美
半
島
で
作

ら
れ
た
塩
が
届
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
昔
の
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し

て
塩
を
作
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
縄
文
時
代
か
ら
平
安
時
代
ま
で
は
土
器

を
使
っ
て
塩
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
土
器

を
使
っ
た
塩
作
り
は
、
土
器
の
中
に
海
水

を
入
れ
、
煮
詰
め
る
こ
と
で
、
水
分
を
蒸

発
さ
せ
、
塩
の
結
晶
を
作
る
と
い
う
と
て

も
時
間
が
か
か
る
方
法
で
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
渥
美
半
島
で
も
こ
の
方
法
で
塩
作

り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
時
間
を
か
け
苦
労
し

て
塩
を
手
に
入
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
証

拠
と
し
て
、
塩
作
り
で
使
用
し
た
土
器
が

た
く
さ
ん
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
塩
作
り
で
使
用
す
る
土
器
は
、
非
常
に

も
ろ
く
、
一
度
海
水
を
煮
詰
め
て
塩
を

作
っ
た
ら
、
再
度
そ
の
土
器
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
塩
を
作
る

に
は
、
た
く
さ
ん
の
土
器
が
必
要
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
海
水
の
塩
分
濃
度
は

３
％
し
か
な
く
、
海
水
を
土
器
で
煮
詰
め

て
手
に
入
る
塩
の
量
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
土
器
に
入
れ
る
海

水
の
塩
分
濃
度
を
上
げ
る
工
夫
も
さ
れ
て

い
ま
し
た
。藻
塩
焼
き
と
い
う
方
法
で
す
。

藻
塩
焼
き
で
は
、
ま
ず
海
藻
に
海
水
を
か

け
、
海
藻
に
塩
分
に
付
着
さ
せ
ま
す
。
海

藻
に
海
水
を
か
け
る
作
業
を
何
回
か
繰
り

返
し
、
そ
の
後
、
海
藻
を
焼
い
て
灰
に
し

ま
す
。
そ
の
灰
を
海
水
で
溶
か
し
、
塩
分

の
濃
度
を
高
め
た
「
か
ん
水
」
を
作
り
ま

す
。海
水
を
そ
の
ま
ま
煮
詰
め
る
よ
り
も
、

こ
の
か
ん
水
を
煮
詰
め
た
方
が
、
１
回
で

多
く
の
塩
を
作
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
が
日
ご
ろ
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
塩
を
、
昔

の
人
た
ち
は
大
変
な
苦
労
を
し
て
手
に
入

れ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る

も
の
の
歴
史
を
探
っ
て
み
る
と
昔
の
人
の

知
恵
や
工
夫
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。（
清
水
）

●土器を使った塩作り

●藻塩焼きに用いた海藻（ホンダワラ）
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評夏の夜空を照らす涼しげなちょうちんか
ら、夏祭りを楽しんだ様子が伝わります。

大好きなお父さんへの思いが伝わって
くるすてきな作品になりましたね。

花や魚の絵をたくさん描い
たよ。

ぼくのお父さん、かっこよく
描けたよ。

とう はな　　さかな　　  え　　　　　　　　　　　 か

だい す　　　　　　　　とう　　　　　　　　　 おも　　　　  つた なつ　　　よ ぞら　　　て             すず　　　　　　　　　

なつ まつ　　　　たの　　　　　  よう  す　　　つた
評

漆田保育園

松井星空希くん（5歳）

漆田保育園

鈴木芽衣ちゃん（5歳）
  め　　 い

彦坂理沙先生
鈴木
巳奈
子
先生

「自分色紙」を使い、組み
合わせやつなぎ方を工夫
して、自分の思いを込め
た作品ができました。

評二つの「左払い」の方向
に注意して力強く書けて
います。字形が整ってい
ますね。

評 伊良湖岬小学校4年

長尾杏奈さん

伊良湖岬小学校4年

鈴木瑛大くん
あん　 なえい　  た

コラージュ（貼り絵） 習字

か

さく ひん

  ひ　　 ろ　　  き

▼
長
年
暮
ら
し
て
い
て
も
、地
元
の

美
し
い
海
の
色
に
出
会
う
た
び
に
感

動
し
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
こ
の
夏

の
想
い
出
も
、海
の
色
と
同
じ
よ
う

に
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
脳
裏
に
刻
ま

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。（
Ｈ
）

【
表
紙
の
写
真
】日
出
園
地
か
ら
神
島
を
望
む

本誌は再生紙を使用しています。

●人口と世帯数（平成29年8月1日現在）

●行政面積

（平成27年3月1日現在・国土地理院調べ）
１91.12km2

出生 40人 死亡 46人

転入 134人 転出 132人

増減 -4人

総人口 63,125人

男性 31,866人

女性 31,259人

世帯数 22,126世帯

※増減は7月中です

今月　納税・使用料の

月 10月2日

後期高齢者医療保険料
（第3期分）

国民健康保険税
（第4期分）

下水道事業受益者負担料
（第2期分・第1期分[渥美]）

農業集落排水事業分担金
（第2期分・第1期分[渥美]）

災害に備えて家庭でも水を蓄えましょう。

（%）総貯水量：51,820千㎥

宇連ダム・大島ダム・
調整池の貯水率

貯水率

94.7%
（49,066千㎥）

平成29年8月21日現在 ［水資源機構調べ］

◦
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

企
画

部
広

報
秘

書
課

◦
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

◦
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

N
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号
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